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震
、

豪礁

、
無
灘

　
難
、

目

　
豪
雪
で
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
り
、

売
り
掛
が
増
加
し
た
中
小
企
業
に
対

し
、
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
災
害
融

資
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
大
変
有
利
な
国
の
融
資
で
す
。
申

込
書
は
、
公
庫
窓
口
・
商
工
会
・
商

工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
下
さ
い
。

　
申
込
書
の
上
部
に
雪
害
と
書
き
、

裏
面
に
被
害
状
況
を
簡
単
に
お
書
き

下
さ
い
。

▽
取
扱
期
間

　
二
月
一
日
か
ら
四
月
末
日
ま
で
。

▽
融
資
額

　
一
、
二
〇
〇
万
円
ま
で
災
害
融
資
。

　
ほ
か
に
二
、
一
〇
〇
万
円
の
一
般
枠

　
が
あ
る
。

▽
利
率
　
　
　
　
　
　
八
・
一
％

▽
返
済
期
間
　
　
　
　
　
　
一
〇
年

▽
据
置
期
間
　
　
　
　
　
　
二
年
間

▽
対
象
企
業

　
資
本
金
、
従
業
員
の
制
限
は
な
い
。

※
詳
し
く
は
、
上
越
市
大
町
三
ー
二

　
－
一
、
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店

（
a
二
四
－
二
三
四
〇
）
に
お
問
い

　
合
せ
下
さ
い
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

々
の
大
き
な
悩
み
は
、
自
分
の
元
気

な
う
ち
は
と
も
か
く
自
分
の
死
後
、

残
さ
れ
た
障
害
者
を
だ
れ
が
め
ん
ど

う
を
み
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
保
護
者
の
不
安
、
親
族

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
、
あ
わ

せ
て
障
害
者
の
方
々
に
幸
せ
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
の
が
、
こ

の
制
度
の
目
的
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
し
く
み
は
、
加
入
さ

れ
た
保
護
者
の
方
々
か
ら
毎
月
一
定

の
掛
金
を
県
へ
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
県
は
加
入
者
に
万
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
月
か
ら
障

害
者
の
一
生
を
通
じ
て
年
金
を
支
給

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
県
は
国
の
定

め
た
方
法
に
よ
り
、
社
会
福
祉
事
業

振
興
会
と
特
別
な
契
約
を
結
び
そ
の

年
金
支
給
が
保
障
さ
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
心
身
障

害
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
で
、
将
来
独
立
自
活
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で

す
。一
、
精
神
薄
弱
者
。

二
、
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表

　
に
定
め
る
一
級
か
ら
三
級
ま
で
に

　
該
当
す
る
身
体
障
害
者
。

三
、
精
神
又
は
身
体
に
永
続
的
な
障

　
害
を
有
す
る
も
の
で
そ
の
程
度
が

　
一
、
二
と
同
程
度
の
も
の
。

　
加
入
資
格
は
心
身
障
害
者
の
保
護

者
で
あ
っ
て
加
入
時
に
お
い
て
次
の

要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

一
、
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二
、
生
命
保
険
契
約
の
被
保
険
者
と

　
な
れ
な
い
よ
う
な
特
別
の
疾
病
又

　
は
障
害
を
有
し
な
い
こ
と
。

　
保
険
料
の
掛
金
は
加
入
者
の
年
齢

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加
入

者
の
う
ち
生
活
が
困
難
の
た
め
掛
金

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

そ
の
程
度
に
よ
り
掛
金
を
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
入
の
申
込
み
、
そ
の
他
こ
の
制

度
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
お
た

ず
ね
は
町
役
場
福
祉
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

年賀はがき当せん番号

お引換えはお早目に！

引換期間

59年1月20日～7月19日

等級 お　年　玉 組 番　　　　号

1等 電子レンジ

A　組 869616
A・B組

共　通

182626
476024
528616

2等
折りたたみ式

自　転　　車

A　組 下”た18845
A・B組 29663

3等
手紙セット
俘蕩為糊

A・B組
共　通

下3けた

075
下3けた

269
4等
お　年　玉

切手シート

A・B組
共　通

下2けた

27
下2けた

67
2けた

92

入
札
暮

▽
産
第
二
十
九
号
・
水
路
災
害
復
旧

（
浦
田
・
豊
田
）
　
三
〇
メ
ー
ト
ル

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
二
八
O
万
円

▽
産
第
三
十
号
、

（
藤
倉
）

大
海
組

農
道
災
害
復
旧

一
四
メ
ー
ト
ル

　
一
七
〇
万
円

▽
産
第
三
十
一
号
、
水
路
災
害
復
旧

（
中
尾
）
　
　
　
一
〇
八
メ
ー
ト
ル

　
大
海
組
　
　
　
　
　
一
九
〇
万
円

▽
産
第
三
十
二
号
、

（
水
梨
）

村
山
建
材

鯵
慕”

▽
産
第
三
十
三
号
、

　
害
復
旧
（
坪
野
）

大
海
組

／

農
道
災
害
復
旧

一
四
メ
ー
ト
ル

　
　
五
〇
万
円

▽
産
第
三
十
四
号
、

（
松
之
山
）

村
山
建
材

▽
産
第
三
十
五
号
、

（
上
蝦
池
）

大
海
組

▽
産
第
三
十
六
号
、

（
浦
田
・
田
麦
立
）

飯
塚
建
設

農
道
・
水
路
災

二
〇
メ
ー
ト
ル

　
三
九
〇
万
円

水
路
災
害
復
旧

四
ニ
メ
ー
ト
ル

　
ニ
一
〇
万
円

水
路
災
害
復
旧

一
八
メ
ー
ト
ル

　
　
九
五
万
円

水
路
災
害
復
旧

一
一
メ
ー
ト
ル

　
　
六
〇
万
円

、9844
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昭和59年度一般会計予算

22億9干万円
町税
158，697千円6．9％

分担金及び負担金
172，486千円7．5％

繰越金使用料及び
手数料など
144，328千円6．2％

前
年
度
比
二
・
四
％
の
マ
イ
ナ
ス

　
　
歳
入
の
国
庫
支
出
金
が
大
幅
な
減

　
三
月
定
例
議
会
で
町
の
五
十
九
年

度
予
算
が
決
ま
り
四
月
か
ら
本
年
度

の
仕
事
が
始
ま
っ
た
。

　
本
年
度
一
般
会
計
予
算
は
二
十
二

億
九
千
万
円
で
前
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
一
丁
四
％
（
五
千
六
百
万
円
）

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
道
の
幹
線
道
路
が
ほ
と
ん
ど
改

良
ず
み
と
な
っ
た
の
で
土
木
費
の
歳

出
で
約
一
億
円
減
。
国
か
ら
補
助
金

が
出
る
町
道
改
良
事
業
が
少
な
く
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
歳
入
の
国
庫

支
出
金
が
前
年
度
に
比
べ
八
千
四
百

万
円
の
大
幅
な
落
ち
込
み
に
な
っ
て

い
る
。

　
五
十
九
年
度
末
の
起
債
見
込
総
額

が
二
十
五
億
円
に
達
し
町
民
一
人
当

り
五
十
万
円
の
借
金
と
な
る
。

　
本
年
度
は
起
債
の
元
金
と
利
子
合

わ
せ
て
三
億
五
千
万
円
返
済
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
九
億
九

千
万
円
（
四
三
・
二
％
）
次
に
多
い

の
が
町
債
で
三
億
八
千
万
円
（
十
六
・

六
％
）
以
下
県
支
出
金
（
土
地
改
良

事
業
費
な
ど
の
分
担
金
お
よ
び
負
担

金
）
十
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
土
地
改
良
、
林
道
、
畜

地方譲与税など
32，201千円1．4％

　475，511千円

　20．6％

国庫支出金
129，860千円5．7％

町債
376，800千円

16．6％

県支出金
285，990千円
12．5％

地方交付税
990，000千円
43．2％

災害復旧費106，804千円4．6％

　　議会費49，501千円2．2％

労働費・予備費など
12，699千円0．6％

産
関
係
の
農
林
水
産
事
業
費
が
五
億

五
千
万
円
（
二
四
・
一
％
）
が
ト
ッ

プ
で
、
続
い
て
土
木
費
、
公
債
費
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
主
な
事
業
は
ス
キ
ー
場
建

設
事
業
で
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
駐
車
場

に
一
億
五
千
万
円
。
団
体
営
地
す
べ

り
関
連
圃
場
整
備
事
業
に
一
億
円
。

町
道
改
良
、
舗
装
十
二
線
に
一
億
六
千

万
円
。
教
員
住
宅
。
天
水
越
、
上
蝦

池
の
集
会
所
施
設
。
中
尾
の
鏡
ケ
池

復
元
事
業
で
道
路
と
駐
車
場
。
中
立

山
地
区
の
克
雪
事
業
な
ど
が
行
わ
れ

る
。

農林水産業費
551，923千円
24．1％

　　　衛生費
　　　71，912千円
　　　3．1％

一　消防費　70，545千円
　3．1％

1範

土木費
352，582千円
15．4％

趣恥
轡報9千円

7．8％

郵蠣
　　　　　　352，053千円

　　　　　　15．3％

今年の

建設事業

教
員
住
宅
の
新
築
に

　
　
　
　
四
、
六
三
七
万
円

▼
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
（
上
鰯
池
）

　
一
二
五
㎡
　
　
　
一
、
四
二
二
万
円

▼
林
構
事
業
（
森
林
組
合
事
業
の
補

　
助
金
　
）
　
　
　
｝
、
〇
四
〇
万
円

▼
林
構
事
業
　
　
四
、
二
〇
〇
万
円

　
天
水
越
集
会
施
設
新
築
二
六
四
㎡

　
作
業
道
亀
石
線
（
浦
田
八
○
O
m
）

▼
林
道
改
良
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
三
〇
万
円

　
中
原
大
厳
寺
線
改
良
　
四
八
二
m

スキー場建設に1億4，861万円

『レストハウス』と『駐車場』

　
中
原
大
厳
寺
線
舗
装
　
四
五
〇
m

　
野
々
海
天
水
越
線
舗
装
六
二
〇
m

▼
町
単
土
地
改
良
　
　
三
〇
三
万
円

　
田
な
ら
し
　
八
件
二
〇
一
ア
ー
ル

　
畑
整
地
　
　
三
件
　
八
○
ア
ー
ル

　
農
道
　
　
　
五
件
　
一
四
〇
〇
m

▼
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

　
ホ
場
整
備
（
湯
之
島
・
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
八
ア
ー
ル

　
農
道
（
湯
之
島
）
　
　
二
〇
六
m

▼
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
七
六
万
円

　
松
里
第
一
地
区
用
水
路
五
六
〇
m

　
松
里
第
二
地
区
用
水
路
八
六
〇
m

▼
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整
備

　
　
　
　
　
一
億
O
、
一
七
六
万
円

　
天
水
越
地
区
　
　
　
四
・
四
ア
ー
ル

　
中
坪
地
区
　
二
・
六
ア
ー
ル

　
狐
塚
地
区
　
二
・
六
ア
ー
ル

　
用
水
路
（
池
田
地
区
）
三
六
〇
m

▼
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
万
円

（
曽
根
地
区
の
換
地
、
確
定
測
量
）

▼
鏡
ケ
池
復
元
事
業
一
、
二
六
〇
万
円

　
観
光
道
路
　
　
　
　
　
一
〇
〇
m

　
駐
車
場
（
三
〇
台
分
）
七
一
三
㎡

▼
ス
キ
ー
場
建
設
事
業

　
　
　
　
　
一
億
四
、
八
六
一
万
円

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
新
築
（
二
二
〇
席
）

　
駐
車
場
舗
装
（
一
五
〇
台
分
）

▼
県
営
道
路
事
業
負
担
金

　
公
共
、
県
単
分
　
一
、
五
〇
〇
万
円

▼
町
道
改
良
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
九
、
三
五
三
万
円

　
崩
田
田
麦
立
線
（
月
池
）
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
m

　
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
中
坪
）
改

　
良
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
m

　
地
付
線
（
黒
倉
）
舗
装
四
〇
〇
m

　
由
尾
田
麦
立
線
（
田
麦
立
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三
m

　
松
口
坪
野
線
（
三
桶
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
m

　
崩
田
月
池
線
（
崩
田
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
m

　
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
東
川
・
藤

　
倉
）
舗
装
　
　
　
　
　
三
四
〇
m

▼
特
改
四
種
事
業
（
舗
装
）

ト鏡ケ池の復元事業スター

　　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　　　1薩　　　　　　　　　　　　　鑑　　　　　　　　　　、癬　　　　　　　　　9　　　　　　　区．　　　　　地　　　麹擁
識竈、

　
　
　
　
　
　
　
六
、
六
五
〇
万
円

　
巳
之
下
線
（
松
之
山
）
五
四
〇
m

　
藤
原
松
之
山
線
（
藤
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
〇
m

　
西
之
前
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
m

　
松
口
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
m

　
松
代
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
O
m

▼
除
雪
機
械
整
備
（
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ

　
i
）
　
　
　
　
　
一
、
九
六
〇
万
円

▼
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
中
立

　
山
地
区
）
　
　
　
三
、
〇
九
六
万
円

　
（
除
雪
機
械
・
管
理
棟
・
共
同
車
庫
）

▼
防
火
水
槽
、
四
基
一
、
○
○
○
万
円

　
（
松
之
山
・
松
口
・
中
立
山
・
小
谷
）

▼
小
型
消
防
ポ
ン
プ
ニ
台
（
黒
倉
・

　
松
口
）
　
　
　
　
二
二
〇
万
円

▼
教
員
住
宅
新
築
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
六
三
七
万
円

▼
患
者
輸
送
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
○
万
円

▼
町
道
災
害
復
旧
三
、
七
六
三
万
円

　
中
坪
・
松
口
・
東
川
・
曽
根
・
大

　
荒
戸
・
湯
之
島
）

▼
農
地
災
害
復
旧
（
水
梨
・
天
水
越

　
他
）
　
　
　
　
　
一
、
三
一
五
万
円

▼
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
（
中
立
山

　
用
水
路
他
）
　
　
四
、
五
六
八
万
円

▼
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
負
担
金
（
留

　
山
ダ
ム
）
　
一
億
一
、
九
四
〇
万
円

▼
県
営
農
免
農
道
事
業
負
担
金
（
中

　
尾
・
藤
倉
）
　
　
　
五
四
四
万
円



ー
二
寸
ー
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昭和59年度一般会計予算

22億9干万円
町税
158，697千円6．9％

分担金及び負担金
172，486千円7．5％

繰越金使用料及び
手数料など
144，328千円6．2％

前
年
度
比
二
・
四
％
の
マ
イ
ナ
ス

　
　
歳
入
の
国
庫
支
出
金
が
大
幅
な
減

　
三
月
定
例
議
会
で
町
の
五
十
九
年

度
予
算
が
決
ま
り
四
月
か
ら
本
年
度

の
仕
事
が
始
ま
っ
た
。

　
本
年
度
一
般
会
計
予
算
は
二
十
二

億
九
千
万
円
で
前
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
一
丁
四
％
（
五
千
六
百
万
円
）

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
道
の
幹
線
道
路
が
ほ
と
ん
ど
改

良
ず
み
と
な
っ
た
の
で
土
木
費
の
歳

出
で
約
一
億
円
減
。
国
か
ら
補
助
金

が
出
る
町
道
改
良
事
業
が
少
な
く
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
歳
入
の
国
庫

支
出
金
が
前
年
度
に
比
べ
八
千
四
百

万
円
の
大
幅
な
落
ち
込
み
に
な
っ
て

い
る
。

　
五
十
九
年
度
末
の
起
債
見
込
総
額

が
二
十
五
億
円
に
達
し
町
民
一
人
当

り
五
十
万
円
の
借
金
と
な
る
。

　
本
年
度
は
起
債
の
元
金
と
利
子
合

わ
せ
て
三
億
五
千
万
円
返
済
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
九
億
九

千
万
円
（
四
三
・
二
％
）
次
に
多
い

の
が
町
債
で
三
億
八
千
万
円
（
十
六
・

六
％
）
以
下
県
支
出
金
（
土
地
改
良

事
業
費
な
ど
の
分
担
金
お
よ
び
負
担

金
）
十
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
土
地
改
良
、
林
道
、
畜

地方譲与税など
32，201千円1．4％

　475，511千円

　20．6％

国庫支出金
129，860千円5．7％

町債
376，800千円

16．6％

県支出金
285，990千円
12．5％

地方交付税
990，000千円
43．2％

災害復旧費106，804千円4．6％

　　議会費49，501千円2．2％

労働費・予備費など
12，699千円0．6％

産
関
係
の
農
林
水
産
事
業
費
が
五
億

五
千
万
円
（
二
四
・
一
％
）
が
ト
ッ

プ
で
、
続
い
て
土
木
費
、
公
債
費
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
主
な
事
業
は
ス
キ
ー
場
建

設
事
業
で
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
駐
車
場

に
一
億
五
千
万
円
。
団
体
営
地
す
べ

り
関
連
圃
場
整
備
事
業
に
一
億
円
。

町
道
改
良
、
舗
装
十
二
線
に
一
億
六
千

万
円
。
教
員
住
宅
。
天
水
越
、
上
蝦

池
の
集
会
所
施
設
。
中
尾
の
鏡
ケ
池

復
元
事
業
で
道
路
と
駐
車
場
。
中
立

山
地
区
の
克
雪
事
業
な
ど
が
行
わ
れ

る
。

農林水産業費
551，923千円
24．1％

　　　衛生費
　　　71，912千円
　　　3．1％

一　消防費　70，545千円
　3．1％

1範

土木費
352，582千円
15．4％

趣恥
轡報9千円

7．8％

郵蠣
　　　　　　352，053千円

　　　　　　15．3％

今年の

建設事業

教
員
住
宅
の
新
築
に

　
　
　
　
四
、
六
三
七
万
円

▼
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
（
上
鰯
池
）

　
一
二
五
㎡
　
　
　
一
、
四
二
二
万
円

▼
林
構
事
業
（
森
林
組
合
事
業
の
補

　
助
金
　
）
　
　
　
｝
、
〇
四
〇
万
円

▼
林
構
事
業
　
　
四
、
二
〇
〇
万
円

　
天
水
越
集
会
施
設
新
築
二
六
四
㎡

　
作
業
道
亀
石
線
（
浦
田
八
○
O
m
）

▼
林
道
改
良
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
三
〇
万
円

　
中
原
大
厳
寺
線
改
良
　
四
八
二
m

スキー場建設に1億4，861万円

『レストハウス』と『駐車場』

　
中
原
大
厳
寺
線
舗
装
　
四
五
〇
m

　
野
々
海
天
水
越
線
舗
装
六
二
〇
m

▼
町
単
土
地
改
良
　
　
三
〇
三
万
円

　
田
な
ら
し
　
八
件
二
〇
一
ア
ー
ル

　
畑
整
地
　
　
三
件
　
八
○
ア
ー
ル

　
農
道
　
　
　
五
件
　
一
四
〇
〇
m

▼
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

　
ホ
場
整
備
（
湯
之
島
・
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
八
ア
ー
ル

　
農
道
（
湯
之
島
）
　
　
二
〇
六
m

▼
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
七
六
万
円

　
松
里
第
一
地
区
用
水
路
五
六
〇
m

　
松
里
第
二
地
区
用
水
路
八
六
〇
m

▼
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整
備

　
　
　
　
　
一
億
O
、
一
七
六
万
円

　
天
水
越
地
区
　
　
　
四
・
四
ア
ー
ル

　
中
坪
地
区
　
二
・
六
ア
ー
ル

　
狐
塚
地
区
　
二
・
六
ア
ー
ル

　
用
水
路
（
池
田
地
区
）
三
六
〇
m

▼
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
万
円

（
曽
根
地
区
の
換
地
、
確
定
測
量
）

▼
鏡
ケ
池
復
元
事
業
一
、
二
六
〇
万
円

　
観
光
道
路
　
　
　
　
　
一
〇
〇
m

　
駐
車
場
（
三
〇
台
分
）
七
一
三
㎡

▼
ス
キ
ー
場
建
設
事
業

　
　
　
　
　
一
億
四
、
八
六
一
万
円

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
新
築
（
二
二
〇
席
）

　
駐
車
場
舗
装
（
一
五
〇
台
分
）

▼
県
営
道
路
事
業
負
担
金

　
公
共
、
県
単
分
　
一
、
五
〇
〇
万
円

▼
町
道
改
良
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
九
、
三
五
三
万
円

　
崩
田
田
麦
立
線
（
月
池
）
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
m

　
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
中
坪
）
改

　
良
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
m

　
地
付
線
（
黒
倉
）
舗
装
四
〇
〇
m

　
由
尾
田
麦
立
線
（
田
麦
立
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三
m

　
松
口
坪
野
線
（
三
桶
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
m

　
崩
田
月
池
線
（
崩
田
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
m

　
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
東
川
・
藤

　
倉
）
舗
装
　
　
　
　
　
三
四
〇
m

▼
特
改
四
種
事
業
（
舗
装
）

ト鏡ケ池の復元事業スター

　　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　　　1薩　　　　　　　　　　　　　鑑　　　　　　　　　　、癬　　　　　　　　　9　　　　　　　区．　　　　　地　　　麹擁
識竈、

　
　
　
　
　
　
　
六
、
六
五
〇
万
円

　
巳
之
下
線
（
松
之
山
）
五
四
〇
m

　
藤
原
松
之
山
線
（
藤
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
〇
m

　
西
之
前
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
m

　
松
口
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
m

　
松
代
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
O
m

▼
除
雪
機
械
整
備
（
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ

　
i
）
　
　
　
　
　
一
、
九
六
〇
万
円

▼
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
中
立

　
山
地
区
）
　
　
　
三
、
〇
九
六
万
円

　
（
除
雪
機
械
・
管
理
棟
・
共
同
車
庫
）

▼
防
火
水
槽
、
四
基
一
、
○
○
○
万
円

　
（
松
之
山
・
松
口
・
中
立
山
・
小
谷
）

▼
小
型
消
防
ポ
ン
プ
ニ
台
（
黒
倉
・

　
松
口
）
　
　
　
　
二
二
〇
万
円

▼
教
員
住
宅
新
築
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
六
三
七
万
円

▼
患
者
輸
送
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
○
万
円

▼
町
道
災
害
復
旧
三
、
七
六
三
万
円

　
中
坪
・
松
口
・
東
川
・
曽
根
・
大

　
荒
戸
・
湯
之
島
）

▼
農
地
災
害
復
旧
（
水
梨
・
天
水
越

　
他
）
　
　
　
　
　
一
、
三
一
五
万
円

▼
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
（
中
立
山

　
用
水
路
他
）
　
　
四
、
五
六
八
万
円

▼
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
負
担
金
（
留

　
山
ダ
ム
）
　
一
億
一
、
九
四
〇
万
円

▼
県
営
農
免
農
道
事
業
負
担
金
（
中

　
尾
・
藤
倉
）
　
　
　
五
四
四
万
円
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3
月
定
例
会

59年度町予算などが審議された3月議会

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
選
の
立
ち
合
い
演
説
廃
止

　
昭
和
五
十
九
年
度
第
一
回
町
議
会

定
例
会
が
三
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま

で
開
か
れ
、
五
十
九
年
度
の
町
予
算

な
ど
を
決
め
た
。

　
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
、
町
道
の
災
害
復
旧
費
、
豪
雪

に
よ
る
災
害
救
助
費
、
除
雪
費
、
国

保
会
計
で
は
薬
代
が
追
加
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
で
天
水
越

集
会
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
そ

の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

　
条
例
の
↓
部
改
正
で
、
町
職
員
の

旅
費
、
住
民
票
、
督
促
手
数
料
、
水

道
料
、
火
葬
場
使
用
料
が
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
職
員
の
旅
費
（
宿
泊
料
）
が
一
泊

に
つ
き
五
百
円
ア
ッ
プ
、
住
民
票
な

ど
手
数
料
が
百
円
か
ら
二
百
円
に
、

水
道
料
金
の
基
本
料
金
が
、
湯
本
・

三
百
円
、
松
之
山
・
百
五
〇
円
、
湯

山
・
二
百
円
、
湯
之
島
・
百
円
。
火

葬
場
の
使
用
料
は
十
二
歳
以
上
の
者

に
っ
い
て
千
円
、
運
搬
車
五
百
円
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正
で
修
学

旅
行
、
合
宿
等
の
学
生
、
生
徒
お
よ

び
児
童
の
入
湯
税
が
無
料
と
な
っ
た
。

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
町
長

選
挙
の
立
ち
合
い
演
説
会
条
例
が
廃

止
と
な
り
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
実
施
し
て
い
た
立
ち
合
い
演
説
は

な
く
な
る
。

豪
雪
間
題
な
ど
に

　
　
　
五
議
員
が
一
般
質
間

　
一
般
質
問
で
は
五
人
の
議
員
が
町

長
の
考
え
を
正
し
た
。
主
な
質
問
事

項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

竹
内
平
八
郎
議
員

▽
農
作
業
の
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

▽
山
間
地
の
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い

　
て本
山
一
夫
議
員

▽
豪
雪
に
よ
る
町
道
除
雪
と
消
雪
剤

　
補
助
に
つ
い
て

▽
本
年
度
の
町
事
業
に
つ
い
て

田
辺
尚
二
議
員

▽
災
害
救
助
法
と
町
道
の
除
雪
費
に

　
つ
い
て

▽
部
落
道
、
農
道
の
舗
装
に
つ
い
て

▽
町
単
の
田
な
ら
し
補
助
に
つ
い
て

▽
ス
キ
ー
場
の
会
計
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

　
ス
に
つ
い
て

▽
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

▽
北
越
北
線
に
つ
い
て

高
橋
定
安
議
員

▽
松
里
の
町
有
地
入
会
権
に
つ
い
て

▽
下
水
道
対
策
に
つ
い
て

▽
河
川
改
修
の
促
進
に
つ
い
て

▽
嫁
対
策
、
絞
枯
病
薬
剤
の
助
成
な

　
ど
に
つ
い
て

高
橋
英
一
議
員

▽
ス
キ
ー
場
と
特
別
会
計
に
つ
い
て

▽
豪
雪
に
よ
る
災
害
救
助
法
、
消
雪

除
雪
に
つ
い
て

▽
町
道
東
川
、
藤
倉
、
天
水
越
線
の

　
改
良
、
藤
倉
外
丸
線
の
舗
装
、
上

　
蝦
池
の
橋
に
つ
い
て

▽
農
道
舗
装
の
補
助
金
に
つ
い
て

〔5〕広報まつのやま

昭和58年度一般会計補正予算

町道の除雪費・豪雪災害の救助費など

　　　　　　　　　2，739万9千円追加

国
保
特
別
会
計
は

　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円
追
加

▼
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
。

〇
二
二
億
九
、
〇
三
六
万
二
千
円
と
定

　
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会
計

　
予
算
。

○
事
業
勘
定
、
三
億
一
、
七
七
五
万
円
、

　
診
療
所
勘
定
、
二
億
O
、
六
五
八
万

　
六
千
円
と
定
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
簡
水
特
別
会
計

　
予
算
。

〇
五
、
五
九
〇
万
二
千
円
と
定
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
老
人
保
健
特
別

　
会
計
予
算
。

〇
二
億
三
、
七
〇
七
万
円
と
定
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
農
業
共
済
事
業

　
特
別
会
計
予
算
。

〇
四
、
六
一
九
万
四
千
円
（
総
合
）
と

　
定
め
る
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
五
十
八
年

　
度
）

○
第
八
回
（
一
月
十
一
日
専
決
）

　
一
、
〇
五
二
万
三
千
円
を
追
加
（
松

　
口
地
内
の
町
道
災
害
復
旧
）

○
第
九
回
（
一
月
二
十
七
日
専
決
）

　
一
、
七
四
一
万
六
千
円
を
追
加
（
豪

　
雪
災
害
救
助
費
と
町
道
の
除
雪
費
）

▼
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四

　
回
）

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
で
六
〇

　
O
万
円
を
追
加
（
薬
代
）

▼
天
水
越
集
会
施
設
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
。

○
今
年
、
山
村
林
業
構
造
改
善
事
業

　
で
実
施
す
る
集
会
施
設
の
設
置
、

　
管
理
に
つ
い
て
の
条
例
。

▼
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部

　
改
正
。

○
審
議
会
の
委
員
十
三
人
を
十
七
人

　
に
し
、
地
区
住
民
、
各
種
団
体
、

（
商
工
会
、
農
協
、
婦
人
会
、
老
人

　
ク
、
青
年
団
）
の
偲
表
を
加
え
る
。

▼
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
。

○
特
別
職
の
日
当
一
、
七
〇
〇
円
、
宿

　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
O

離糊
考rぎ杢の

療薄

・

住民票は200円に

　
泊
料
七
、
五
〇
〇
円
。
一
般
職
の
日

　
当
一
、
六
〇
〇
円
、
　
宿
泊
料
六
、
八

　
○
○
円
。

▼
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
。

○
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
手
数
料
一

　
〇
〇
円
を
二
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
。

▼
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条

　
例
の
一
部
改
正
。

○
督
促
手
数
料
六
〇
円
を
一
〇
〇
円

　
に
引
き
上
げ
。

▼
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
修
学
旅
行
、
合
宿
等
の
学
生
及
び

　
生
徒
児
童
で
学
校
長
の
証
明
書
が

　
有
る
者
は
入
湯
税
免
除
と
す
る
。

▼
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
。

○
水
道
使
用
料
を
引
き
上
げ
。

　
一
般
用
1
0
㎡
ま
で
の
料
金
は
、
湯

　
本
一
、
五
〇
〇
円
、
湯
山
一
、
六
〇
〇

　
円
、
松
之
山
一
、
六
五
〇
円
、
湯
之

　
島
一
、
七
〇
〇
円
。

▼
火
葬
場
条
例
の
一
部
改
正
。

○
火
葬
場
使
用
料
の
引
き
上
げ
。

　
十
二
歳
以
上
の
者
一
万
二
、
○
○
○

　
円
を
一
万
三
、
O
O
O
円
に
、
　
運
搬

　
車
三
、
O
O
O
円
を
三
、
五
〇
〇
円

　
と
す
る
。

▼
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更
。

○
中
立
山
地
区
の
防
雪
体
制
整
備
、

　
天
水
島
の
用
水
路
整
備
事
業
を
加

　
え
る
。

▼
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策

定
。

○
中
立
山
の
町
道
改
良
、
水
梨
の
町

　
道
改
良
、
天
水
島
の
栗
の
木
橋
架

　
け
替
え
、
上
鰯
池
の
林
道
舗
装
、

　
西
之
前
の
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
を

　
辺
地
対
策
事
業
（
起
債
）
と
す
る
。

▼
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
。

○
家
畜
共
済
申
込
書
に
飼
養
場
所
も

　
記
入
す
る
な
ど
。

▼
町
長
選
挙
立
会
演
説
会
条
例
を
廃

　
止
。

○
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
と
も
な
い

　
廃
止
。

▼
農
業
共
済
事
業
事
務
費
の
賦
課
。

○
水
稲
割
十
ア
；
ル
一
五
〇
円
、
蚕

　
繭
一
箱
五
〇
円
、
家
畜
一
頭
四
〇

　
〇
円
、
均
等
割
一
戸
一
〇
〇
円
。

▼
農
業
共
済
無
事
戻
金
の
支
払
い
。

o
水
稲
八
〇
二
戸
、
二
三
〇
万
五
、
三

　
九
六
円
、
蚕
繭
一
戸
、
三
、
〇
三
七

　
円
七
月
に
掛
け
金
と
差
し
引
き
で

　
支
払
う
。

▼
農
業
共
済
農
作
物
特
別
積
立
金
の

　
取
り
崩
し
。

〇
一
五
〇
万
円
を
取
り
崩
し
防
除
機

　
具
の
補
助
を
す
る
。

マ
工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
天
水
越
地
区
の
ホ
場
整
備
事
業
の

　
変
更
、
五
二
七
万
五
千
円
増
の
三
、

　
三
〇
七
万
五
千
円
と
す
る
。

▼
請
願
　
　
　
　
　
　
上
蝦
池
部
落

　
東
川
・
上
蝦
池
間
の
町
道
蝦
池
宮

　
中
線
は
、
冬
に
な
る
と
雪
崩
の
危

　
険
に
よ
り
交
通
止
と
な
り
、
上
蝦

　
池
部
落
は
孤
立
す
る
。
架
橋
等
に

　
よ
り
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
し
て

　
ほ
し
い
。
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3
月
定
例
会

59年度町予算などが審議された3月議会

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
選
の
立
ち
合
い
演
説
廃
止

　
昭
和
五
十
九
年
度
第
一
回
町
議
会

定
例
会
が
三
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま

で
開
か
れ
、
五
十
九
年
度
の
町
予
算

な
ど
を
決
め
た
。

　
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
、
町
道
の
災
害
復
旧
費
、
豪
雪

に
よ
る
災
害
救
助
費
、
除
雪
費
、
国

保
会
計
で
は
薬
代
が
追
加
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
で
天
水
越

集
会
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
そ

の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

　
条
例
の
↓
部
改
正
で
、
町
職
員
の

旅
費
、
住
民
票
、
督
促
手
数
料
、
水

道
料
、
火
葬
場
使
用
料
が
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
職
員
の
旅
費
（
宿
泊
料
）
が
一
泊

に
つ
き
五
百
円
ア
ッ
プ
、
住
民
票
な

ど
手
数
料
が
百
円
か
ら
二
百
円
に
、

水
道
料
金
の
基
本
料
金
が
、
湯
本
・

三
百
円
、
松
之
山
・
百
五
〇
円
、
湯

山
・
二
百
円
、
湯
之
島
・
百
円
。
火

葬
場
の
使
用
料
は
十
二
歳
以
上
の
者

に
っ
い
て
千
円
、
運
搬
車
五
百
円
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正
で
修
学

旅
行
、
合
宿
等
の
学
生
、
生
徒
お
よ

び
児
童
の
入
湯
税
が
無
料
と
な
っ
た
。

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
町
長

選
挙
の
立
ち
合
い
演
説
会
条
例
が
廃

止
と
な
り
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
実
施
し
て
い
た
立
ち
合
い
演
説
は

な
く
な
る
。

豪
雪
間
題
な
ど
に

　
　
　
五
議
員
が
一
般
質
間

　
一
般
質
問
で
は
五
人
の
議
員
が
町

長
の
考
え
を
正
し
た
。
主
な
質
問
事

項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

竹
内
平
八
郎
議
員

▽
農
作
業
の
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

▽
山
間
地
の
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い

　
て本
山
一
夫
議
員

▽
豪
雪
に
よ
る
町
道
除
雪
と
消
雪
剤

　
補
助
に
つ
い
て

▽
本
年
度
の
町
事
業
に
つ
い
て

田
辺
尚
二
議
員

▽
災
害
救
助
法
と
町
道
の
除
雪
費
に

　
つ
い
て

▽
部
落
道
、
農
道
の
舗
装
に
つ
い
て

▽
町
単
の
田
な
ら
し
補
助
に
つ
い
て

▽
ス
キ
ー
場
の
会
計
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

　
ス
に
つ
い
て

▽
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

▽
北
越
北
線
に
つ
い
て

高
橋
定
安
議
員

▽
松
里
の
町
有
地
入
会
権
に
つ
い
て

▽
下
水
道
対
策
に
つ
い
て

▽
河
川
改
修
の
促
進
に
つ
い
て

▽
嫁
対
策
、
絞
枯
病
薬
剤
の
助
成
な

　
ど
に
つ
い
て

高
橋
英
一
議
員

▽
ス
キ
ー
場
と
特
別
会
計
に
つ
い
て

▽
豪
雪
に
よ
る
災
害
救
助
法
、
消
雪

除
雪
に
つ
い
て

▽
町
道
東
川
、
藤
倉
、
天
水
越
線
の

　
改
良
、
藤
倉
外
丸
線
の
舗
装
、
上

　
蝦
池
の
橋
に
つ
い
て

▽
農
道
舗
装
の
補
助
金
に
つ
い
て

〔5〕広報まつのやま

昭和58年度一般会計補正予算

町道の除雪費・豪雪災害の救助費など

　　　　　　　　　2，739万9千円追加

国
保
特
別
会
計
は

　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円
追
加

▼
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
。

〇
二
二
億
九
、
〇
三
六
万
二
千
円
と
定

　
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会
計

　
予
算
。

○
事
業
勘
定
、
三
億
一
、
七
七
五
万
円
、

　
診
療
所
勘
定
、
二
億
O
、
六
五
八
万

　
六
千
円
と
定
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
簡
水
特
別
会
計

　
予
算
。

〇
五
、
五
九
〇
万
二
千
円
と
定
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
老
人
保
健
特
別

　
会
計
予
算
。

〇
二
億
三
、
七
〇
七
万
円
と
定
め
る
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
農
業
共
済
事
業

　
特
別
会
計
予
算
。

〇
四
、
六
一
九
万
四
千
円
（
総
合
）
と

　
定
め
る
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
五
十
八
年

　
度
）

○
第
八
回
（
一
月
十
一
日
専
決
）

　
一
、
〇
五
二
万
三
千
円
を
追
加
（
松

　
口
地
内
の
町
道
災
害
復
旧
）

○
第
九
回
（
一
月
二
十
七
日
専
決
）

　
一
、
七
四
一
万
六
千
円
を
追
加
（
豪

　
雪
災
害
救
助
費
と
町
道
の
除
雪
費
）

▼
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四

　
回
）

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
で
六
〇

　
O
万
円
を
追
加
（
薬
代
）

▼
天
水
越
集
会
施
設
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
。

○
今
年
、
山
村
林
業
構
造
改
善
事
業

　
で
実
施
す
る
集
会
施
設
の
設
置
、

　
管
理
に
つ
い
て
の
条
例
。

▼
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部

　
改
正
。

○
審
議
会
の
委
員
十
三
人
を
十
七
人

　
に
し
、
地
区
住
民
、
各
種
団
体
、

（
商
工
会
、
農
協
、
婦
人
会
、
老
人

　
ク
、
青
年
団
）
の
偲
表
を
加
え
る
。

▼
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
。

○
特
別
職
の
日
当
一
、
七
〇
〇
円
、
宿

　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
O

離糊
考rぎ杢の

療薄

・

住民票は200円に

　
泊
料
七
、
五
〇
〇
円
。
一
般
職
の
日

　
当
一
、
六
〇
〇
円
、
　
宿
泊
料
六
、
八

　
○
○
円
。

▼
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
。

○
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
手
数
料
一

　
〇
〇
円
を
二
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
。

▼
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条

　
例
の
一
部
改
正
。

○
督
促
手
数
料
六
〇
円
を
一
〇
〇
円

　
に
引
き
上
げ
。

▼
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
修
学
旅
行
、
合
宿
等
の
学
生
及
び

　
生
徒
児
童
で
学
校
長
の
証
明
書
が

　
有
る
者
は
入
湯
税
免
除
と
す
る
。

▼
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
。

○
水
道
使
用
料
を
引
き
上
げ
。

　
一
般
用
1
0
㎡
ま
で
の
料
金
は
、
湯

　
本
一
、
五
〇
〇
円
、
湯
山
一
、
六
〇
〇

　
円
、
松
之
山
一
、
六
五
〇
円
、
湯
之

　
島
一
、
七
〇
〇
円
。

▼
火
葬
場
条
例
の
一
部
改
正
。

○
火
葬
場
使
用
料
の
引
き
上
げ
。

　
十
二
歳
以
上
の
者
一
万
二
、
○
○
○

　
円
を
一
万
三
、
O
O
O
円
に
、
　
運
搬

　
車
三
、
O
O
O
円
を
三
、
五
〇
〇
円

　
と
す
る
。

▼
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更
。

○
中
立
山
地
区
の
防
雪
体
制
整
備
、

　
天
水
島
の
用
水
路
整
備
事
業
を
加

　
え
る
。

▼
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策

定
。

○
中
立
山
の
町
道
改
良
、
水
梨
の
町

　
道
改
良
、
天
水
島
の
栗
の
木
橋
架

　
け
替
え
、
上
鰯
池
の
林
道
舗
装
、

　
西
之
前
の
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
を

　
辺
地
対
策
事
業
（
起
債
）
と
す
る
。

▼
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
。

○
家
畜
共
済
申
込
書
に
飼
養
場
所
も

　
記
入
す
る
な
ど
。

▼
町
長
選
挙
立
会
演
説
会
条
例
を
廃

　
止
。

○
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
と
も
な
い

　
廃
止
。

▼
農
業
共
済
事
業
事
務
費
の
賦
課
。

○
水
稲
割
十
ア
；
ル
一
五
〇
円
、
蚕

　
繭
一
箱
五
〇
円
、
家
畜
一
頭
四
〇

　
〇
円
、
均
等
割
一
戸
一
〇
〇
円
。

▼
農
業
共
済
無
事
戻
金
の
支
払
い
。

o
水
稲
八
〇
二
戸
、
二
三
〇
万
五
、
三

　
九
六
円
、
蚕
繭
一
戸
、
三
、
〇
三
七

　
円
七
月
に
掛
け
金
と
差
し
引
き
で

　
支
払
う
。

▼
農
業
共
済
農
作
物
特
別
積
立
金
の

　
取
り
崩
し
。

〇
一
五
〇
万
円
を
取
り
崩
し
防
除
機

　
具
の
補
助
を
す
る
。

マ
工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
天
水
越
地
区
の
ホ
場
整
備
事
業
の

　
変
更
、
五
二
七
万
五
千
円
増
の
三
、

　
三
〇
七
万
五
千
円
と
す
る
。

▼
請
願
　
　
　
　
　
　
上
蝦
池
部
落

　
東
川
・
上
蝦
池
間
の
町
道
蝦
池
宮

　
中
線
は
、
冬
に
な
る
と
雪
崩
の
危

　
険
に
よ
り
交
通
止
と
な
り
、
上
蝦

　
池
部
落
は
孤
立
す
る
。
架
橋
等
に

　
よ
り
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
し
て

　
ほ
し
い
。
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ゆ
一
〇町職員の定年60歳

条例で定める

異常豪雪

町
道
の
除
雪
費
補
助

国
か
ら
一

　
昭
和
五
十
九
年
第
二
回
町
議
会
臨

時
会
が
三
月
二
十
八
日
開
か
れ
、
補

正
予
算
や
条
例
の
制
定
、
一
部
改
正

な
ど
十
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　
町
職
員
の
定
年
制
条
例
が
制
定
さ

れ
一
般
職
の
定
年
は
六
十
歳
、
医
師

は
六
十
五
歳
と
な
っ
た
。

　
森
林
法
の
改
正
に
よ
り
植
林
の
時

な
ど
森
林
で
火
を
使
う
時
は
、
町
長

の
許
可
証
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

で
助
産
費
が
十
万
円
か
ら
十
二
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
三
人
目
の
出
産

は
十
五
万
円
支
給
さ
れ
る
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
歳

入
の
地
方
交
付
税
が
五
千
九
百
四
十

三
万
円
、
市
町
村
道
除
雪
費
補
助
金

と
し
て
国
か
ら
一
千
四
百
三
十
万
円

追
加
。
豪
雪
の
た
め
ス
キ
ー
リ
フ
ト

の
使
用
料
が
八
百
十
六
万
円
減
額
。

歳
出
で
も
異
常
豪
雪
の
た
め
町
の
公

共
建
物
の
除
雪
費
、
町
道
の
除
雪
費
、

ス
キ
i
場
の
除
雪
費
な
ど
約
一
千
五

百
万
円
追
加
。

　
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
が
赤
字

（
診
療
収
入
減
）
の
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
五
百
万
繰
入
さ
れ
た
。

、
四
三
〇
万
円

陵
報
」

▼
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
十
回
）

〇
二
、
二
（
）
八
万
八
千
円
追
加
し
て
総

　
額
二
五
億
二
、
五
六
六
万
五
千
円
と

　
す
る
。

▼
昭
和
五
十
八
年
度
国
保
会
計
補
正

　
予
算
（
第
五
回
）

○
事
業
勘
定
、
三
】
六
万
円
減
額
し

　
て
総
額
三
億
四
、
六
四
八
万
ニ
チ
円

　
と
す
る
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
、
四
六

　
万
円
追
加
し
て
総
額
二
億
一
、
三
一

　
六
万
六
千
円
と
す
る
。

▼
昭
和
五
十
八
年
度
簡
水
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

〇
六
七
万
円
減
額
し
て
総
額
五
、
八
五

　
三
万
二
千
円
と
す
る
。

▼
昭
和
五
十
八
年
度
老
人
保
健
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
回
）

〇
六
、
二
〇
六
万
六
千
円
減
額
し
て
総

　
額
二
億
O
、
五
九
二
万
六
千
円
と
す

　
る
。

▼
町
職
員
の
定
年
制
条
例
を
制
定
。

○
職
員
の
定
年
は
六
〇
歳
、
医
師
の

定
年
は
六
五
歳
と
す
る
。

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

▼
町
国
保
条
例
の
一
部
改
正
。

○
助
産
費
の
引
き
上
げ
。

▼
町
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
。

▼
町
道
路
線
の
認
定
が
え
。

○
道
路
改
良
、
舗
装
工
事
に
よ
り
、

　
幅
員
、
舗
装
路
面
延
長
等
の
変
更
。

▼
町
森
林
等
の
火
入
れ
条
例
の
制
定
。

○
森
林
等
で
火
入
れ
す
る
者
は
、
申

　
請
書
を
提
出
し
て
、
町
長
の
許
可

　
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　　　　一般会計補正

　　　　　　　　　主な使いみち
■総務費　　　　　　　　　　　　等）　　　　　24万7千円

○役場の燃料費増　　200万円　　○土地改良負担金（県営かん

○自動車購入　　　　125万円　　　ばい、池田地区）

○勧奨退職特別負担金　　　　　　　　　　　　623万7千円

　　　　　　　　　843万円　　■商工費

○町債等理基金積立　　　　　　　○スキーカーニバル　50万円

　　　　　　　　2，000万円　　○スキー場人夫賃金、除雪ド

〇十二峠バス補助金　50万円　　　一ザー借上料　　　359万円

○除雪人夫賃金　　7万7千円　　■土木費

■民生費　　　　　　　　　　　○建設機械運営費（燃料、機

○町単精神障害者医療費増　　　　械借上、除雪要員賃金等）

　　　　　　　11万6千円　　　　　　　　　　　823万円

○保育所年休等代替職員賃金　　塵教育費

　　　　　　　　　19万円　　○小学校除雪人夫賃金85万円

○老人憩の家除雪機械借上　　　○除雪機械借上　　　88万円

　　　　　　　　3万7千円　　○松小屋根修理　45万5千円

○災害救助費（救助世帯の除　　○松之山の植物印刷代

　雪）　　　　　57万7千円　　　　　　　　　　　200万円

■衛生費　　　　　　　　　　　　○松小耐力測定委託料70万円

○松之山直診会計　　500万円　　○中学校除雪人夫賃金30万円

○火葬場除雪機械借上3万円　　○除雪機械借上　　　29万円

■労働費　　　　　　　　　　　○各種体育大会出場補助

○牧場畜舎除雪機械借上　　　　　　　　　　　　　　20万円

　　　　　　　　　13万円　　○民俗資料館除雪人夫、ブル

○自然休養村運営費（防災設　　　　　　　　　8万1千円

備点検料、除雪機械借上料

〔7〕広報まつのやま

教職員の異動

（前任校）

校学4、山之松

橋
立
芳
彦
先
生

　
　
（
上
越
南
本
町
）

中
村
俊
枝
先
生
　
　
　
技

　
　
（
松
之
山
小
黒
倉
分
）

望
月
正
樹
先
生

　
　
（
豊
栄
横
井
）

樋
口
広
栄
先
生

　
　
（
西
蒲
弥
彦
）

校
長
・
黒
田
　
功
先
生

　
　
（
上
越
教
育
事
務
所
）

棄耕小学校
久
保
田
和
夫
先
生

　
　
（
蒲
生
）

村
山
正
子
先
生

　
　
（
峠
）

木
村
友
弥
先
生

　
　
（
上
越
高
志
）

鈴
木
光
子
先
生

　
　
（
北
魚
泉
水
）

中山之松

渡
辺
勝
也
先
生

　
　
（
上
越
直
江
津
）

春
山
　
薫
先
生

　
　
（
上
越
八
千
浦
）

水
島
信
一
先
生

　
　
（
栃
尾
）

佐
藤
　
弘
先
生

　
　
（
新
採
用
）

学中田浦

富
沢
康
子
先
生

　
　
（
蓬
平
）

本
山
政
司
先
生

　
　
（
＋
日
町
下
条
）

望
月
ハ
ル
先
生

　
　
（
西
蒲
吉
田
）

校
長
・
冨
岡
利
忠
先
生

　
　
（
糸
魚
川
市
教
委
）

教
頭
・
小
堺
陽
七
郎
先
生

　
　
（
上
越
桑
取
）

井
部
充
夫
先
生

　
　
（
上
越
直
江
津
東
）

三
浦
　
勲
先
生

　
　
（
新
採
用
）

事
務
・
田
辺
道
行
先
生

　
　
（
新
採
用
）
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ゆ
一
〇町職員の定年60歳

条例で定める

異常豪雪

町
道
の
除
雪
費
補
助

国
か
ら
一

　
昭
和
五
十
九
年
第
二
回
町
議
会
臨

時
会
が
三
月
二
十
八
日
開
か
れ
、
補

正
予
算
や
条
例
の
制
定
、
一
部
改
正

な
ど
十
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　
町
職
員
の
定
年
制
条
例
が
制
定
さ

れ
一
般
職
の
定
年
は
六
十
歳
、
医
師

は
六
十
五
歳
と
な
っ
た
。

　
森
林
法
の
改
正
に
よ
り
植
林
の
時

な
ど
森
林
で
火
を
使
う
時
は
、
町
長

の
許
可
証
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

で
助
産
費
が
十
万
円
か
ら
十
二
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
三
人
目
の
出
産

は
十
五
万
円
支
給
さ
れ
る
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
歳

入
の
地
方
交
付
税
が
五
千
九
百
四
十

三
万
円
、
市
町
村
道
除
雪
費
補
助
金

と
し
て
国
か
ら
一
千
四
百
三
十
万
円

追
加
。
豪
雪
の
た
め
ス
キ
ー
リ
フ
ト

の
使
用
料
が
八
百
十
六
万
円
減
額
。

歳
出
で
も
異
常
豪
雪
の
た
め
町
の
公

共
建
物
の
除
雪
費
、
町
道
の
除
雪
費
、

ス
キ
i
場
の
除
雪
費
な
ど
約
一
千
五

百
万
円
追
加
。

　
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
が
赤
字

（
診
療
収
入
減
）
の
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
五
百
万
繰
入
さ
れ
た
。

、
四
三
〇
万
円

陵
報
」

▼
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
十
回
）

〇
二
、
二
（
）
八
万
八
千
円
追
加
し
て
総

　
額
二
五
億
二
、
五
六
六
万
五
千
円
と

　
す
る
。

▼
昭
和
五
十
八
年
度
国
保
会
計
補
正

　
予
算
（
第
五
回
）

○
事
業
勘
定
、
三
】
六
万
円
減
額
し

　
て
総
額
三
億
四
、
六
四
八
万
ニ
チ
円

　
と
す
る
。

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
、
四
六

　
万
円
追
加
し
て
総
額
二
億
一
、
三
一

　
六
万
六
千
円
と
す
る
。

▼
昭
和
五
十
八
年
度
簡
水
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

〇
六
七
万
円
減
額
し
て
総
額
五
、
八
五

　
三
万
二
千
円
と
す
る
。

▼
昭
和
五
十
八
年
度
老
人
保
健
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
回
）

〇
六
、
二
〇
六
万
六
千
円
減
額
し
て
総

　
額
二
億
O
、
五
九
二
万
六
千
円
と
す

　
る
。

▼
町
職
員
の
定
年
制
条
例
を
制
定
。

○
職
員
の
定
年
は
六
〇
歳
、
医
師
の

定
年
は
六
五
歳
と
す
る
。

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

▼
町
国
保
条
例
の
一
部
改
正
。

○
助
産
費
の
引
き
上
げ
。

▼
町
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
。

▼
町
道
路
線
の
認
定
が
え
。

○
道
路
改
良
、
舗
装
工
事
に
よ
り
、

　
幅
員
、
舗
装
路
面
延
長
等
の
変
更
。

▼
町
森
林
等
の
火
入
れ
条
例
の
制
定
。

○
森
林
等
で
火
入
れ
す
る
者
は
、
申

　
請
書
を
提
出
し
て
、
町
長
の
許
可

　
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　　　　一般会計補正

　　　　　　　　　主な使いみち
■総務費　　　　　　　　　　　　等）　　　　　24万7千円

○役場の燃料費増　　200万円　　○土地改良負担金（県営かん

○自動車購入　　　　125万円　　　ばい、池田地区）

○勧奨退職特別負担金　　　　　　　　　　　　623万7千円

　　　　　　　　　843万円　　■商工費

○町債等理基金積立　　　　　　　○スキーカーニバル　50万円

　　　　　　　　2，000万円　　○スキー場人夫賃金、除雪ド

〇十二峠バス補助金　50万円　　　一ザー借上料　　　359万円

○除雪人夫賃金　　7万7千円　　■土木費

■民生費　　　　　　　　　　　○建設機械運営費（燃料、機

○町単精神障害者医療費増　　　　械借上、除雪要員賃金等）

　　　　　　　11万6千円　　　　　　　　　　　823万円

○保育所年休等代替職員賃金　　塵教育費

　　　　　　　　　19万円　　○小学校除雪人夫賃金85万円

○老人憩の家除雪機械借上　　　○除雪機械借上　　　88万円

　　　　　　　　3万7千円　　○松小屋根修理　45万5千円

○災害救助費（救助世帯の除　　○松之山の植物印刷代

　雪）　　　　　57万7千円　　　　　　　　　　　200万円

■衛生費　　　　　　　　　　　　○松小耐力測定委託料70万円

○松之山直診会計　　500万円　　○中学校除雪人夫賃金30万円

○火葬場除雪機械借上3万円　　○除雪機械借上　　　29万円

■労働費　　　　　　　　　　　○各種体育大会出場補助

○牧場畜舎除雪機械借上　　　　　　　　　　　　　　20万円

　　　　　　　　　13万円　　○民俗資料館除雪人夫、ブル

○自然休養村運営費（防災設　　　　　　　　　8万1千円

備点検料、除雪機械借上料
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教職員の異動

（前任校）

校学4、山之松

橋
立
芳
彦
先
生

　
　
（
上
越
南
本
町
）

中
村
俊
枝
先
生
　
　
　
技

　
　
（
松
之
山
小
黒
倉
分
）

望
月
正
樹
先
生

　
　
（
豊
栄
横
井
）

樋
口
広
栄
先
生

　
　
（
西
蒲
弥
彦
）

校
長
・
黒
田
　
功
先
生

　
　
（
上
越
教
育
事
務
所
）

棄耕小学校
久
保
田
和
夫
先
生

　
　
（
蒲
生
）

村
山
正
子
先
生

　
　
（
峠
）

木
村
友
弥
先
生

　
　
（
上
越
高
志
）

鈴
木
光
子
先
生

　
　
（
北
魚
泉
水
）
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渡
辺
勝
也
先
生

　
　
（
上
越
直
江
津
）

春
山
　
薫
先
生

　
　
（
上
越
八
千
浦
）

水
島
信
一
先
生

　
　
（
栃
尾
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佐
藤
　
弘
先
生

　
　
（
新
採
用
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富
沢
康
子
先
生
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蓬
平
）

本
山
政
司
先
生

　
　
（
＋
日
町
下
条
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望
月
ハ
ル
先
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（
西
蒲
吉
田
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校
長
・
冨
岡
利
忠
先
生

　
　
（
糸
魚
川
市
教
委
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教
頭
・
小
堺
陽
七
郎
先
生

　
　
（
上
越
桑
取
）

井
部
充
夫
先
生

　
　
（
上
越
直
江
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東
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三
浦
　
勲
先
生
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採
用
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事
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・
田
辺
道
行
先
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新
採
用
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昭和20年の大雪を上回る役場調べ

雪
消
え
の
遅
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
家
は
深
刻

　
今
冬
の
雪
は
こ
れ
ま
で
最
高
の
昭

和
二
十
年
の
大
雪
を
破
り
観
測
史
上

一
番
の
異
常
豪
雪
と
な
っ
た
。

　
十
一
月
二
十
六
日
に
降
り
初
め
た

雪
の
降
雪
量
は
役
場
の
観
測
に
よ
る

と
二
八
・
二
ニ
メ
ー
ト
ル
、
最
深
積

雪
は
三
月
一
日
に
五
・
五
九
メ
ー
ト

ル
を
記
録
し
た
。

　
ま
た
一
月
中
に
降
雪
の
な
か
っ
た

日
は
四
日
間
、
二
月
も
四
日
間
だ
け

で
三
月
に
入
っ
て
も
四
・
三
三
メ
i

ト
ル
の
降
雪
が
あ
っ
た
。
寒
さ
も
、

異
常
に
厳
し
く
平
年
で
は
マ
イ
ナ
ス

五
度
以
下
の
極
寒
日
は
六
～
七
日
の

と
こ
ろ
が
、
十
二
月
二
十
八
日
と
二

月
十
六
日
に
は
マ
イ
ナ
ス
十
度
を
記

録
、
真
冬
日
（
日
中
の
気
温
が
0
度

以
下
）
が
二
十
日
。
極
寒
日
が
七
十

三
日
（
マ
イ
ナ
ス
五
度
以
下
を
記
録

し
た
日
が
十
一
月
は
一
日
、
十
二
月

は
十
日
、
一
月
は
二
十
二
日
、
二
月

は
二
十
三
日
、
三
月
は
十
七
日
）
も
あ

降雪量
m　 1．513
15→

馨
＾769

』
　
剛

騒
、

蕊
欝
萎
ー

羅560571

」
穐
謬
，
醗
、

5一

433

　712

継

蒙．

75

づ
戴
響
嚢
難
、
攣
、

　
、
”
脂
懸

ようやく春らしくなったが道路の両側には5m近い雪の壁

（3月30日・松之山）3月2月
0

1月12月11月

3月27日まで雪が降ったが、ようやくアスファルト路面が顔を

出す（3月30日・松之山）

り
例
年
に
な
い
寒
い
冬
と
な
っ
た
。

　
国
の
災
害
救
助
法
が
二
月
七
日
か

ら
三
月
十
七
日
ま
で
の
四
十
日
間
適

用
と
な
り
五
十
五
世
帯
に
二
百
五
十

八
万
円
の
救
助
費
が
出
さ
れ
た
。

　
県
条
例
で
は
四
十
一
世
帯
、
六
十

万
円
が
該
当
に
な
っ
て
い
る
。

　
四
月
四
日
現
在
の
積
雪
は
役
場
前

で
四
・
五
メ
ー
ト
ル
で
五
六
豪
雪
よ

馨

り
］
．
一
ニ
メ
ー
ト
ル
多
く
、
松
里

小
学
校
で
は
昭
和
二
十
年
よ
り
　
・

O
O
メ
ー
ト
ル
多
い
四
・
七
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
お
り
、
例
年
だ
と
四
月

下
旬
頃
消
え
る
雪
も
今
年
は
一
か
月

近
く
遅
れ
る
見
通
し
で
、
田
植
え
が

遅
れ
る
と
減
収
が
免
れ
な
い
の
で
農

家
の
苦
悩
は
深
ま
っ
て
い
る
。

凝
盈

屋根までの雪、中立山地区では4月になるというのにまだ6mの雪がある

（3月29日・中立山）

積600
雪量変化（松里小）
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　　15日、2唄
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豪雪の松之山で学ぶ

自
然
こ
そ
教
師

都
会
の
子
供
ら
晒
人
訪
れ
る

”
自
然
こ
そ
教
師
”
と
い
う
こ
と
で

子
供
達
に
自
然
の
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、

優
し
さ
を
体
験
を
通
し
て
掌
ば
せ
よ

う
と
東
京
の
「
冒
険
学
校
全
国
セ
ン

タ
ー
」
主
催
の
春
の
冒
険
学
校
が
三

月
二
十
九
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の

四
日
間
松
之
山
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
冒
険
学
校
は
勤
労
者
山
岳
連

盟
の
組
織
内
に
あ
り
十
年
の
歴
史
を

持
つ
も
の
で
山
を
中
心
に
春
、
夏
、

正
月
な
ど
子
供
達
の
休
み
に
行
な
っ

て
お
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
無
人
島
で
も
実
施
し
て
子

供
の
教
育
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
今
回
松
之
山
を
訪
れ
た
の
は
関
東

方
面
の
小
・
中
・
高
校
生
の
八
十
八
名

と
指
導
者
補
助
員
十
七
名
総
勢
百
五

名
で
、
ま
だ
五
メ
ー
ト
ル
の
雪
が
残

る
豪
雪
の
中
で
の
生
活
体
験
を
し
た
。

　
こ
の
冒
険
学
校
に
は
松
之
山
の
子

供
達
代
表
二
十
五
名
が
参
加
し
ス
キ

ー
の
指
導
や
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
や
り
な
が
ら
四
日
間
共
に

学
ん
だ
。

　
第
一
日
目
は
町
民
体
育
館
で
開
校

式
の
あ
と
午
前
中
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
の
練
習
を
し
午
後
ス
キ
ー

を
は
い
て
資
料
館
を
見
学
。
夜
は
公

民
館
長
の
「
松
之
山
の
伝
説
や
雪
国

の
生
活
の
話
」
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
醸
・
驚
　
苦

　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
」
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
羅
の

騨
懸

21議
覗欝禰職

雪上レクリェーション、初

　
二
日
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

と
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
夜
は

湯
山
の
お
年
寄
り
の
指
導
に
よ
り
「
わ

ら
ぞ
う
り
」
を
作
っ
た
。

　
三
日
目
は
地
図
を
た
よ
り
に
お
訪

ね
ハ
イ
キ
ン
グ
（
民
泊
先
を
歩
い
て

さ
が
す
）
で
民
泊
し
、
家
族
の
一
員

と
し
て
農
作
業
の
話
や
家
事
の
手
伝

い
な
ど
を
勉
強
。

　
四
日
目
は
全
員
が
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
冒
険
学
校
側
が

器
無

．
難
．轟i鰯竈

協
力
し
て
く
れ
た
地
元
の
子
供
達
と

先
生
方
を
招
待
し
て
再
会
パ
ー
テ
ィ

ー
の
あ
と
閉
校
式
が
行
わ
れ
た
。

　
「
松
之
山
の
人
達
は
と
て
も
親
切

で
あ
っ
た
。
雪
国
の
厳
し
さ
、
楽
し

さ
を
体
験
で
き
た
。
人
に
も
山
に
も

雪
に
も
、
あ
り
が
と
う
と
い
っ
て
お

別
れ
し
た
い
。
今
度
は
雪
の
な
い
松

之
山
を
た
ず
ね
て
み
た
い
」
と
こ
の

学
校
の
森
田
校
長
先
生
が
話
し
て
お

ら
れ
た
。

　　　　　　　イ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎへお　タき　　　イデゴ　　ヤん　　　　ポ　　

松之山の子供達がスキーを指導、一時問ほどで都会の子供達も上達

〔13〕広報まつのやま

ス
キ
ー
場
に
活
気
も
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
｛
二

今
冬
オ
ー
プ
ン
し
た
松
之
山
温
泉

ス
キ
i
場
は
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
訪
れ

る
ス
キ
ト
ヤ
ー
も
少
な
か
っ
た
が
、

三
月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
雪
も
降
り

ヤ
み
、
三
月
二
十
五
日
久
し
ぶ
り
の

鳳
鱗
麟醗

、／

ノく

雪
晴
れ
に
恵
ま
れ
て
ス
キ
ー
カ
ー
ニ

バ
ル
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
約
八
百
人

の
人
出
に
ス
キ
ー
場
に
も
よ
う
や
く

活
気
が
戻
っ
た
。
、

　
雪
で
作
っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元

　　　1雁・、鞍研醗紘

春スキーの幕あけ、晴天に恵まれ家族連れで賑わう

」レ

に
八
百
人

青
年
達
の
バ
ン
ド
演
奏
と
カ
ラ
オ
ケ

大
会
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
前
に
は

味
の
名
店
街
が
特
設
さ
れ
て
け
ん
ち

ん
汁
、
焼
鳥
、
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、

ア
ン
ボ
、
お
は
ぎ
な
ど
地
元
の
味
を

い
か
し
た
も
の
が
と
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
た
。
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
ビ
ッ

ト
ス
ー
プ
は
お
昼
ま
で
に
大
き
な
鍋

一
八
つ
分
を
た
い
ら
げ
た
。

　
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南
ス
キ
ー
場
か

ら
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ま
で
約
ニ

キ
ロ
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
に
は
二
十
五

人
が
参
加
、
一
時
間
半
の
山
ス
キ
ー

を
楽
し
み
全
員
に
記
念
品
と
認
定
証

が
贈
ら
れ
た
。

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
に

は
二
百
名
近
い
選
手
が
参
加
。
ま
た

子
供
達
は
無
料
貸
し
出
し
の
ソ
リ
や

雪
中
宝
さ
が
し
な
ど
家
族
連
れ
が
楽

し
ん
だ
。

雪の中から缶ジュースを探し出し宝さがしをする子供達

　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
利
益
金

　
　
町
社
協
に
寄
附

　
ス
キ
ー
カ
ー
二
．
レ
「
味
の
名
店

街
」
で
の
売
り
上
げ
利
益
金
一
万
七

千
八
百
六
十
五
円
が
社
会
福
祉
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
松
之
山
温
泉
飲
食

店
組
合
か
ら
町
社
協
に
寄
附
さ
れ
た
。
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自
然
こ
そ
教
師

都
会
の
子
供
ら
晒
人
訪
れ
る

”
自
然
こ
そ
教
師
”
と
い
う
こ
と
で

子
供
達
に
自
然
の
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、

優
し
さ
を
体
験
を
通
し
て
掌
ば
せ
よ

う
と
東
京
の
「
冒
険
学
校
全
国
セ
ン

タ
ー
」
主
催
の
春
の
冒
険
学
校
が
三

月
二
十
九
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の

四
日
間
松
之
山
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
冒
険
学
校
は
勤
労
者
山
岳
連

盟
の
組
織
内
に
あ
り
十
年
の
歴
史
を

持
つ
も
の
で
山
を
中
心
に
春
、
夏
、

正
月
な
ど
子
供
達
の
休
み
に
行
な
っ

て
お
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
無
人
島
で
も
実
施
し
て
子

供
の
教
育
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
今
回
松
之
山
を
訪
れ
た
の
は
関
東

方
面
の
小
・
中
・
高
校
生
の
八
十
八
名

と
指
導
者
補
助
員
十
七
名
総
勢
百
五

名
で
、
ま
だ
五
メ
ー
ト
ル
の
雪
が
残

る
豪
雪
の
中
で
の
生
活
体
験
を
し
た
。

　
こ
の
冒
険
学
校
に
は
松
之
山
の
子

供
達
代
表
二
十
五
名
が
参
加
し
ス
キ

ー
の
指
導
や
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
や
り
な
が
ら
四
日
間
共
に

学
ん
だ
。

　
第
一
日
目
は
町
民
体
育
館
で
開
校

式
の
あ
と
午
前
中
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
の
練
習
を
し
午
後
ス
キ
ー

を
は
い
て
資
料
館
を
見
学
。
夜
は
公

民
館
長
の
「
松
之
山
の
伝
説
や
雪
国

の
生
活
の
話
」
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
醸
・
驚
　
苦

　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
」
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
羅
の

騨
懸

21議
覗欝禰職

雪上レクリェーション、初

　
二
日
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

と
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
夜
は

湯
山
の
お
年
寄
り
の
指
導
に
よ
り
「
わ

ら
ぞ
う
り
」
を
作
っ
た
。

　
三
日
目
は
地
図
を
た
よ
り
に
お
訪

ね
ハ
イ
キ
ン
グ
（
民
泊
先
を
歩
い
て

さ
が
す
）
で
民
泊
し
、
家
族
の
一
員

と
し
て
農
作
業
の
話
や
家
事
の
手
伝

い
な
ど
を
勉
強
。

　
四
日
目
は
全
員
が
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
冒
険
学
校
側
が

器
無

．
難
．轟i鰯竈

協
力
し
て
く
れ
た
地
元
の
子
供
達
と

先
生
方
を
招
待
し
て
再
会
パ
ー
テ
ィ

ー
の
あ
と
閉
校
式
が
行
わ
れ
た
。

　
「
松
之
山
の
人
達
は
と
て
も
親
切

で
あ
っ
た
。
雪
国
の
厳
し
さ
、
楽
し

さ
を
体
験
で
き
た
。
人
に
も
山
に
も

雪
に
も
、
あ
り
が
と
う
と
い
っ
て
お

別
れ
し
た
い
。
今
度
は
雪
の
な
い
松

之
山
を
た
ず
ね
て
み
た
い
」
と
こ
の

学
校
の
森
田
校
長
先
生
が
話
し
て
お

ら
れ
た
。

　　　　　　　イ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎへお　タき　　　イデゴ　　ヤん　　　　ポ　　

松之山の子供達がスキーを指導、一時問ほどで都会の子供達も上達

〔13〕広報まつのやま

ス
キ
ー
場
に
活
気
も
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
｛
二

今
冬
オ
ー
プ
ン
し
た
松
之
山
温
泉

ス
キ
i
場
は
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
訪
れ

る
ス
キ
ト
ヤ
ー
も
少
な
か
っ
た
が
、

三
月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
雪
も
降
り

ヤ
み
、
三
月
二
十
五
日
久
し
ぶ
り
の

鳳
鱗
麟醗

、／

ノく

雪
晴
れ
に
恵
ま
れ
て
ス
キ
ー
カ
ー
ニ

バ
ル
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
約
八
百
人

の
人
出
に
ス
キ
ー
場
に
も
よ
う
や
く

活
気
が
戻
っ
た
。
、

　
雪
で
作
っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元

　　　1雁・、鞍研醗紘

春スキーの幕あけ、晴天に恵まれ家族連れで賑わう

」レ

に
八
百
人

青
年
達
の
バ
ン
ド
演
奏
と
カ
ラ
オ
ケ

大
会
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
前
に
は

味
の
名
店
街
が
特
設
さ
れ
て
け
ん
ち

ん
汁
、
焼
鳥
、
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、

ア
ン
ボ
、
お
は
ぎ
な
ど
地
元
の
味
を

い
か
し
た
も
の
が
と
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
た
。
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
ビ
ッ

ト
ス
ー
プ
は
お
昼
ま
で
に
大
き
な
鍋

一
八
つ
分
を
た
い
ら
げ
た
。

　
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南
ス
キ
ー
場
か

ら
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ま
で
約
ニ

キ
ロ
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
に
は
二
十
五

人
が
参
加
、
一
時
間
半
の
山
ス
キ
ー

を
楽
し
み
全
員
に
記
念
品
と
認
定
証

が
贈
ら
れ
た
。

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
に

は
二
百
名
近
い
選
手
が
参
加
。
ま
た

子
供
達
は
無
料
貸
し
出
し
の
ソ
リ
や

雪
中
宝
さ
が
し
な
ど
家
族
連
れ
が
楽

し
ん
だ
。

雪の中から缶ジュースを探し出し宝さがしをする子供達

　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
利
益
金

　
　
町
社
協
に
寄
附

　
ス
キ
ー
カ
ー
二
．
レ
「
味
の
名
店

街
」
で
の
売
り
上
げ
利
益
金
一
万
七

千
八
百
六
十
五
円
が
社
会
福
祉
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
松
之
山
温
泉
飲
食

店
組
合
か
ら
町
社
協
に
寄
附
さ
れ
た
。
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『
松
之
山
の
植
物
』

　
町
教
育
委
員
会
で
は
松
之
山
の
豊

か
な
自
然
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

こ
の
ほ
ど
「
松
之
山
の
植
物
」
　
（
A

五
判
、
八
十
九
ぺ
ー
ジ
）
と
い
う
本

を
刊
行
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
町
内
の
理
科
の
先
生

方
が
三
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
研
究

し
た
も
の
で
、
春
か
ら
秋
ま
で
の
花

や
実
の
状
態
が
二
〇
三
種
類
オ
ー
ル

u
ラ
T
T
4
1

轡
類
の
花
集
録

カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　
花
の
特
徴
や
名
前
の
由
来
、
簡
単

な
解
説
、
俗
名
な
ど
が
わ
か
り
や
す

く
書
い
て
あ
り
、
野
外
へ
携
帯
で
き

る
花
読
本
と
し
て
気
軽
に
楽
し
め
る

の
で
各
家
庭
で
ぜ
ひ
一
冊
購
入
し
て

下
さ
い
。
一
冊
千
五
百
円
、
ご
希
望

の
方
は
町
教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
　
（
a
六
－
二
〇
四
七
）

標準承作料識罎鞍

24，600円1級地は

　
農
地
の
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

三
年
毎
に
見
直
し
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
は
そ
の
改
訂
の
年
に

当
た
り
、
小
作
料
協
議
会
な
ど
種
々

検
討
の
結
果
、
次
の
通
り
決
定
し
た

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
改
訂
額
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
状

勢
か
ら
前
回
と
ほ
ぼ
変
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
田
の
標
準
小
作
料

▽
一
級
地
（
五
一
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
二
四
、
六
〇
〇
円

▽
二
級
地
（
四
八
O
K
）

　
　
　
　
　
　
　
一
九
、
六
〇
〇
円

▽
三
級
地
（
四
五
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
一
六
、
七
〇
〇
円

▽
四
級
地
（
四
二
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
七
〇
〇
円

▽
五
級
地
（
三
九
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
七
〇
〇
円

▽
六
級
地
（
三
六
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
0
0
0
円

　
但
し
一
級
地
は
基
盤
整
備
田
に
限

り
ま
す
。

○
畑
の
標
準
小
作
料

▽
一
級
地
（
生
産
性
の
高
い
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
〇
〇
円

▽
二
級
地
（
そ
の
他
の
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
O
O
O
円

　
小
作
料
は
全
納
を
原
則
と
し
ま
す

が
農
業
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
時

に
は
物
納
又
は
役
務
で
も
認
め
ら
れ

ま
す
。
（
注
）
小
作
料
は
定
め
ら
れ
た
額
の

下
限
の
規
制
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
上

限
は
三
〇
％
以
内
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

松
之
山
町

▽
住
民
課
長
（
建
設
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
小
　
口
　
彦
三
郎

▽
建
設
課
長
（
庶
務
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
秀
　
昭

▽
総
務
課
庶
務
係
長
（
商
工
観
光
係

　
長
）
　
　
　
柳
　
　
能
弘

▽
総
務
課
財
政
係
長
（
林
業
指
導
係

　
長
）
　
　
小
野
塚
与
芳

▽
総
務
課
税
務
係
長
（
財
政
係
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
一
　
栄

▽
住
民
課
福
祉
係
長
（
税
務
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
高
　
沢
　
　
　
隆

▽
住
民
課
住
民
係
長
（
住
民
係
）

　
　
　
　
　
　
　
津
端
徳
　
子

▽
産
業
課
農
政
係
長
（
財
政
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
中
　
島
　
良
　
一

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
長
（
農
政
係

　
長
兼
務
）
　
村
山
俊
介

▽
振
興
課
商
工
観
光
係
長
（
福
祉
係

　
長
）
　
　
　
　
山
　
岸
　
富
司
雄

▽
総
務
課
財
政
係
（
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
相
沢
　
一
　
郎

▽
住
民
課
福
祉
係
（
農
業
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
三
　
代

▽
住
民
課
福
祉
係
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
良
　
一

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
（
土
地
改
良

　
係
）
　
　
　
高
橋
　
　
明

▽
産
業
課
農
委
係
（
保
健
衛
生
係
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
　
栄

▽
教
育
委
員
会
（
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
　
優

▽
教
育
委
員
会
（
克
雪
係
建
設
機
械
）

　
　
　
　
　
　
　
大
見
　
征
　
一

▽
教
育
委
員
会
（
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
仁

▽
松
之
山
保
育
所
（
浦
田
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
一
　
美

▽
浦
田
保
育
所
（
松
之
山
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
小
堺
　
ル
ミ
子

▽
退
職

　
住
民
課
長
　
　
相
　
沢
　
正
　
常

住
民
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
樋
　
口
　
敏
光

L

▽
産
第
三
十
七
号
、

　
（
天
水
越
）

高
橋
組

藩
水
路
災
害
復
旧

　
九
メ
ー
ト
ル

　
一
九
〇
万
円

職
工
賃
金

商
工
会
工
業
部

▽
基
準
賃
金
　
　
　
　
九
、
三
〇
〇
円

　
（
一
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
間
賃
金
　
　
　
八
、
○
○
○
円

　
（
一
日
七
時
間
労
働
二
～
二
月
）
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相
沢
熊
平
さ
ん
へ

　
雪
国
の
く
ら
し
の
テ
レ
ビ
を
見
て

口
で
い
う
よ
り
と
て
も
大
へ
ん
な
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
に
ま

け
ず
へ
こ
た
れ
な
い
で
す
ん
で
い
る

の
は
え
ら
い
で
す
。
ま
い
年
雪
は
何

メ
ー
ト
ル
位
ふ
る
ん
で
す
か
。
ま
た

雪
の
日
の
気
温
な
ど
手
紙
が
だ
せ
た

ら
か
い
て
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ぽ
く
が
す
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
所

沢
市
で
す
。
た
ま
に
工
事
げ
ん
ば
で

出
か
せ
ぎ
に
来
て
い
る
人
を
見
か
け

ま
す
。
話
を
聞
い
て
見
る
と
「
母
ち

吹雪の中で撮影するN　H　K取材班

集
ビ

特
K
レ

伺
紺
テ

　
ニ
月
一
日
か
ら
十
日
間
取
材
し
た

豪
雪
の
模
様
は
N
H
K
で
も
視
聴
率

の
高
い
「
N
H
K
特
集
」
で
、
二
月

二
十
七
日
放
映
さ
れ
全
国
か
ら
激
励

の
手
紙
や
電
話
が
届
い
た
。
中
で
も

こ
の
番
組
の
中
心
と
な
っ
た
水
梨
に

は
大
阪
や
埼
玉
の
小
学
生
か
ら
約
三

〇
〇
通
の
励
ま
し
の
手
紙
が
届
き
、

反
響
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
る
。

　
堺
市
立
東
三
国
ケ
丘
小
学
校
と
所

『
松
之
山
の
豪
雪
』
放
映
に

　
　
　
　
　
全
国
か
ら
三
百
通
の
手
紙

沢
市
立
美
原
小
学
校
の
四
年
生
が
「
雪

国
の
く
ら
し
」
と
い
う
こ
と
で
授
業

で
こ
の
番
組
を
見
て
、
そ
の
雪
の
深

さ
、
生
活
の
大
変
さ
に
驚
い
て
相
沢

熊
平
さ
ん
に
手
紙
を
書
い
て
く
れ
た
。

あ
ま
り
に
多
い
手
紙
の
数
に
熊
平
さ

ん
は
驚
き
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
他

の
三
人
と
相
談
、
松
之
山
町
の
子
供

達
か
ら
も
こ
の
手
紙
の
返
事
に
協
力

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

手
紙
の
内
容
は
励
ま
し
の
言
葉
の
他

に
「
ど
う
し
て
雪
の
降
ら
な
い
地
方

で
生
活
し
な
い
の
か
」
　
「
雪
は
ど
の

位
ふ
り
、
い
つ
頃
消
え
る
の
か
」
な

ど
子
供
ら
し
い
素
直
な
気
持
が
つ
づ

ら
れ
て
お
り
、
相
沢
さ
ん
達
は
雪
お

ろ
し
の
疲
れ
も
忘
れ
て
毎
日
手
紙
を

読
ん
で
い
る
。

　
こ
の
手
紙
の
中
か
ら
二
人
の
子
供

の
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

や
ん
ど
う
し
て
る
か
な
凶
と
か
い
ろ

い
ろ
な
事
を
い
っ
て
い
ま
し
た
。
雪

国
で
は
冬
、
仕
事
が
な
い
の
で
出
か

せ
ぎ
に
行
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ぽ
く
た
ち
の
地
方
で
は
、
十
五
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
つ
も
る
と
大
雪
だ
。
ひ

さ
し
ぶ
り
の
大
雪
だ
。
と
か
い
っ
て

い
ま
す
が
松
之
山
町
は
五
メ
ー
ト
ル

を
こ
す
ん
だ
か
ら
く
ら
べ
も
の
に
な

り
ま
せ
ん
が
、
一
人
一
人
が
努
力
を

し
た
か
ら
そ
こ
の
生
活
に
た
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
の
生
活
が
く

る
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぽ
く
は
一
時

間
雪
か
き
を
や
っ
た
だ
け
で
く
る
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
く

る
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ぽ

く
た
ち
が
そ
こ
の
地
方
へ
い
っ
た
ら

一
日
も
も
た
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
の
ち
よ
の
ふ
じ
、
青
森
の

た
か
の
さ
と
な
ど
の
よ
こ
づ
な
は
、

雪
国
で
生
ま
れ
雪
と
の
た
た
か
い
を

し
て
「
が
ん
ば
り
」
を
み
に
つ
け
て

い
る
か
ら
負
け
て
も
次
は
か
な
ら
ず

か
つ
の
だ
と
思
い
ま
す
9
あ
た
た
か

い
地
方
で
は
つ
よ
い
せ
き
と
り
が
い

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
雪
国
の
人
は
「
が

ん
ば
り
」
を
み
に
つ
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
手
紙
も
書
い
て

お
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
で
は
さ
よ
う

な
ら
。埼

玉
県
所
沢
市
立
美
原
小
学
校

　
四
年
五
組
稲
葉
健
明

水
梨
地
区
の

　
　
　
　
　
人
達
へ

　
私
達
は
今
社
会
で
豪
雪
地
帯
の
く

ら
し
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。
二
月
二
十
七
日
放
送
の
「
新
が

た
松
之
山
町
の
十
日
間
」
と
言
う
テ

レ
ビ
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
五
メ
ー
ト
ル
ち
か
く
も
雪
が
積
も

っ
て
、
ね
る
間
も
な
い
く
ら
い
夜
お

そ
く
ま
で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
し
た

り
、
道
路
の
雪
か
き
を
し
て
お
ら
れ

る
の
で
す
。
そ
の
作
業
を
し
て
い
る

の
が
若
い
人
が
少
な
く
お
と
し
よ
り

の
人
や
、
女
の
人
な
の
で
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
と
く
に
寒
い
の
で
、
私
達

の
住
ん
で
い
る
堺
の
方
も
た
び
た
び

雪
が
ふ
り
ま
し
た
。
で
も
積
も
っ
て

も
三
セ
ン
チ
か
ら
五
セ
ン
チ
位
で
す
。

　
相
沢
さ
ん
達
の
住
ん
で
お
ら
れ
る

地
方
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
雪
が
積
も

る
の
で
大
へ
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も

町
へ
出
て
行
か
れ
た
む
す
こ
さ
ん
達

の
所
へ
行
か
ず
に
住
み
な
れ
た
土
地

を
は
な
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
土
地
に
愛
着
が
あ
る
の
で

す
ね
。

　
春
に
な
っ
て
雪
が
と
け
る
ま
で
ま

だ
少
し
遠
い
よ
う
で
す
が
、
体
を
こ

わ
さ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い
。　
三
月
一
日
（
木
）

大
阪
府
堺
市
立
東
三
国
ケ
丘
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
　
　
　
え

　
四
年
　
　
　
青
　
木
　
啓
　
恵
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『
松
之
山
の
植
物
』

　
町
教
育
委
員
会
で
は
松
之
山
の
豊

か
な
自
然
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

こ
の
ほ
ど
「
松
之
山
の
植
物
」
　
（
A

五
判
、
八
十
九
ぺ
ー
ジ
）
と
い
う
本

を
刊
行
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
町
内
の
理
科
の
先
生

方
が
三
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
研
究

し
た
も
の
で
、
春
か
ら
秋
ま
で
の
花

や
実
の
状
態
が
二
〇
三
種
類
オ
ー
ル

u
ラ
T
T
4
1

轡
類
の
花
集
録

カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　
花
の
特
徴
や
名
前
の
由
来
、
簡
単

な
解
説
、
俗
名
な
ど
が
わ
か
り
や
す

く
書
い
て
あ
り
、
野
外
へ
携
帯
で
き

る
花
読
本
と
し
て
気
軽
に
楽
し
め
る

の
で
各
家
庭
で
ぜ
ひ
一
冊
購
入
し
て

下
さ
い
。
一
冊
千
五
百
円
、
ご
希
望

の
方
は
町
教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
　
（
a
六
－
二
〇
四
七
）

標準承作料識罎鞍

24，600円1級地は

　
農
地
の
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

三
年
毎
に
見
直
し
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
は
そ
の
改
訂
の
年
に

当
た
り
、
小
作
料
協
議
会
な
ど
種
々

検
討
の
結
果
、
次
の
通
り
決
定
し
た

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
改
訂
額
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
状

勢
か
ら
前
回
と
ほ
ぼ
変
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
田
の
標
準
小
作
料

▽
一
級
地
（
五
一
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
二
四
、
六
〇
〇
円

▽
二
級
地
（
四
八
O
K
）

　
　
　
　
　
　
　
一
九
、
六
〇
〇
円

▽
三
級
地
（
四
五
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
一
六
、
七
〇
〇
円

▽
四
級
地
（
四
二
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
七
〇
〇
円

▽
五
級
地
（
三
九
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
七
〇
〇
円

▽
六
級
地
（
三
六
〇
K
）

　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
0
0
0
円

　
但
し
一
級
地
は
基
盤
整
備
田
に
限

り
ま
す
。

○
畑
の
標
準
小
作
料

▽
一
級
地
（
生
産
性
の
高
い
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
〇
〇
円

▽
二
級
地
（
そ
の
他
の
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
O
O
O
円

　
小
作
料
は
全
納
を
原
則
と
し
ま
す

が
農
業
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
時

に
は
物
納
又
は
役
務
で
も
認
め
ら
れ

ま
す
。
（
注
）
小
作
料
は
定
め
ら
れ
た
額
の

下
限
の
規
制
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
上

限
は
三
〇
％
以
内
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

松
之
山
町

▽
住
民
課
長
（
建
設
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
小
　
口
　
彦
三
郎

▽
建
設
課
長
（
庶
務
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
秀
　
昭

▽
総
務
課
庶
務
係
長
（
商
工
観
光
係

　
長
）
　
　
　
柳
　
　
能
弘

▽
総
務
課
財
政
係
長
（
林
業
指
導
係

　
長
）
　
　
小
野
塚
与
芳

▽
総
務
課
税
務
係
長
（
財
政
係
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
一
　
栄

▽
住
民
課
福
祉
係
長
（
税
務
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
高
　
沢
　
　
　
隆

▽
住
民
課
住
民
係
長
（
住
民
係
）

　
　
　
　
　
　
　
津
端
徳
　
子

▽
産
業
課
農
政
係
長
（
財
政
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
中
　
島
　
良
　
一

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
長
（
農
政
係

　
長
兼
務
）
　
村
山
俊
介

▽
振
興
課
商
工
観
光
係
長
（
福
祉
係

　
長
）
　
　
　
　
山
　
岸
　
富
司
雄

▽
総
務
課
財
政
係
（
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
相
沢
　
一
　
郎

▽
住
民
課
福
祉
係
（
農
業
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
三
　
代

▽
住
民
課
福
祉
係
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
良
　
一

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
（
土
地
改
良

　
係
）
　
　
　
高
橋
　
　
明

▽
産
業
課
農
委
係
（
保
健
衛
生
係
）

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
　
栄

▽
教
育
委
員
会
（
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
　
優

▽
教
育
委
員
会
（
克
雪
係
建
設
機
械
）

　
　
　
　
　
　
　
大
見
　
征
　
一

▽
教
育
委
員
会
（
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
仁

▽
松
之
山
保
育
所
（
浦
田
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
一
　
美

▽
浦
田
保
育
所
（
松
之
山
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
小
堺
　
ル
ミ
子

▽
退
職

　
住
民
課
長
　
　
相
　
沢
　
正
　
常

住
民
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
樋
　
口
　
敏
光

L

▽
産
第
三
十
七
号
、

　
（
天
水
越
）

高
橋
組

藩
水
路
災
害
復
旧

　
九
メ
ー
ト
ル

　
一
九
〇
万
円

職
工
賃
金

商
工
会
工
業
部

▽
基
準
賃
金
　
　
　
　
九
、
三
〇
〇
円

　
（
一
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
間
賃
金
　
　
　
八
、
○
○
○
円

　
（
一
日
七
時
間
労
働
二
～
二
月
）
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相
沢
熊
平
さ
ん
へ

　
雪
国
の
く
ら
し
の
テ
レ
ビ
を
見
て

口
で
い
う
よ
り
と
て
も
大
へ
ん
な
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
に
ま

け
ず
へ
こ
た
れ
な
い
で
す
ん
で
い
る

の
は
え
ら
い
で
す
。
ま
い
年
雪
は
何

メ
ー
ト
ル
位
ふ
る
ん
で
す
か
。
ま
た

雪
の
日
の
気
温
な
ど
手
紙
が
だ
せ
た

ら
か
い
て
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ぽ
く
が
す
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
所

沢
市
で
す
。
た
ま
に
工
事
げ
ん
ば
で

出
か
せ
ぎ
に
来
て
い
る
人
を
見
か
け

ま
す
。
話
を
聞
い
て
見
る
と
「
母
ち

吹雪の中で撮影するN　H　K取材班

集
ビ

特
K
レ

伺
紺
テ

　
ニ
月
一
日
か
ら
十
日
間
取
材
し
た

豪
雪
の
模
様
は
N
H
K
で
も
視
聴
率

の
高
い
「
N
H
K
特
集
」
で
、
二
月

二
十
七
日
放
映
さ
れ
全
国
か
ら
激
励

の
手
紙
や
電
話
が
届
い
た
。
中
で
も

こ
の
番
組
の
中
心
と
な
っ
た
水
梨
に

は
大
阪
や
埼
玉
の
小
学
生
か
ら
約
三

〇
〇
通
の
励
ま
し
の
手
紙
が
届
き
、

反
響
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
る
。

　
堺
市
立
東
三
国
ケ
丘
小
学
校
と
所

『
松
之
山
の
豪
雪
』
放
映
に

　
　
　
　
　
全
国
か
ら
三
百
通
の
手
紙

沢
市
立
美
原
小
学
校
の
四
年
生
が
「
雪

国
の
く
ら
し
」
と
い
う
こ
と
で
授
業

で
こ
の
番
組
を
見
て
、
そ
の
雪
の
深

さ
、
生
活
の
大
変
さ
に
驚
い
て
相
沢

熊
平
さ
ん
に
手
紙
を
書
い
て
く
れ
た
。

あ
ま
り
に
多
い
手
紙
の
数
に
熊
平
さ

ん
は
驚
き
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
他

の
三
人
と
相
談
、
松
之
山
町
の
子
供

達
か
ら
も
こ
の
手
紙
の
返
事
に
協
力

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

手
紙
の
内
容
は
励
ま
し
の
言
葉
の
他

に
「
ど
う
し
て
雪
の
降
ら
な
い
地
方

で
生
活
し
な
い
の
か
」
　
「
雪
は
ど
の

位
ふ
り
、
い
つ
頃
消
え
る
の
か
」
な

ど
子
供
ら
し
い
素
直
な
気
持
が
つ
づ

ら
れ
て
お
り
、
相
沢
さ
ん
達
は
雪
お

ろ
し
の
疲
れ
も
忘
れ
て
毎
日
手
紙
を

読
ん
で
い
る
。

　
こ
の
手
紙
の
中
か
ら
二
人
の
子
供

の
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

や
ん
ど
う
し
て
る
か
な
凶
と
か
い
ろ

い
ろ
な
事
を
い
っ
て
い
ま
し
た
。
雪

国
で
は
冬
、
仕
事
が
な
い
の
で
出
か

せ
ぎ
に
行
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ぽ
く
た
ち
の
地
方
で
は
、
十
五
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
つ
も
る
と
大
雪
だ
。
ひ

さ
し
ぶ
り
の
大
雪
だ
。
と
か
い
っ
て

い
ま
す
が
松
之
山
町
は
五
メ
ー
ト
ル

を
こ
す
ん
だ
か
ら
く
ら
べ
も
の
に
な

り
ま
せ
ん
が
、
一
人
一
人
が
努
力
を

し
た
か
ら
そ
こ
の
生
活
に
た
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
の
生
活
が
く

る
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぽ
く
は
一
時

間
雪
か
き
を
や
っ
た
だ
け
で
く
る
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
く

る
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ぽ

く
た
ち
が
そ
こ
の
地
方
へ
い
っ
た
ら

一
日
も
も
た
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
の
ち
よ
の
ふ
じ
、
青
森
の

た
か
の
さ
と
な
ど
の
よ
こ
づ
な
は
、

雪
国
で
生
ま
れ
雪
と
の
た
た
か
い
を

し
て
「
が
ん
ば
り
」
を
み
に
つ
け
て

い
る
か
ら
負
け
て
も
次
は
か
な
ら
ず

か
つ
の
だ
と
思
い
ま
す
9
あ
た
た
か

い
地
方
で
は
つ
よ
い
せ
き
と
り
が
い

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
雪
国
の
人
は
「
が

ん
ば
り
」
を
み
に
つ
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
手
紙
も
書
い
て

お
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
で
は
さ
よ
う

な
ら
。埼

玉
県
所
沢
市
立
美
原
小
学
校

　
四
年
五
組
稲
葉
健
明

水
梨
地
区
の

　
　
　
　
　
人
達
へ

　
私
達
は
今
社
会
で
豪
雪
地
帯
の
く

ら
し
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。
二
月
二
十
七
日
放
送
の
「
新
が

た
松
之
山
町
の
十
日
間
」
と
言
う
テ

レ
ビ
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
五
メ
ー
ト
ル
ち
か
く
も
雪
が
積
も

っ
て
、
ね
る
間
も
な
い
く
ら
い
夜
お

そ
く
ま
で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
し
た

り
、
道
路
の
雪
か
き
を
し
て
お
ら
れ

る
の
で
す
。
そ
の
作
業
を
し
て
い
る

の
が
若
い
人
が
少
な
く
お
と
し
よ
り

の
人
や
、
女
の
人
な
の
で
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
と
く
に
寒
い
の
で
、
私
達

の
住
ん
で
い
る
堺
の
方
も
た
び
た
び

雪
が
ふ
り
ま
し
た
。
で
も
積
も
っ
て

も
三
セ
ン
チ
か
ら
五
セ
ン
チ
位
で
す
。

　
相
沢
さ
ん
達
の
住
ん
で
お
ら
れ
る

地
方
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
雪
が
積
も

る
の
で
大
へ
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も

町
へ
出
て
行
か
れ
た
む
す
こ
さ
ん
達

の
所
へ
行
か
ず
に
住
み
な
れ
た
土
地

を
は
な
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
土
地
に
愛
着
が
あ
る
の
で

す
ね
。

　
春
に
な
っ
て
雪
が
と
け
る
ま
で
ま

だ
少
し
遠
い
よ
う
で
す
が
、
体
を
こ

わ
さ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い
。　
三
月
一
日
（
木
）

大
阪
府
堺
市
立
東
三
国
ケ
丘
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
　
　
　
え

　
四
年
　
　
　
青
　
木
　
啓
　
恵
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体育施設を

利用しよう

　
今
年
、
新
た
に
町
民
体
育
館
、
町

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
町
内
小
・
中
学
校

体
育
施
設
（
高
校
は
除
く
）
を
利
用

し
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
団
体
は
、

「
利
用
登
録
申
請
書
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
定
期
的
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
用
紙

は
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
さ
れ
た
利
用
日
が
重

複
し
た
場
合
は
、
こ
ち
ら
で
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

小
野
塚
選
手
（
松
之
山
中
）
七
位

　
三
月
十
九
日
～
二
十
一
日
に
か
け

て
、
群
馬
県
尾
瀬
片
品
高
原
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
キ
i
競
技
大
会
が
開
催
さ

　
　
　
、
奪
轍

電
墾
重
響

れ
、
当
町
か
ら
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
1
0
㎞
に
松
之
山
中
小
野
塚
修
（
上

蝦
池
）
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
G
ス
ラ
ロ
ー

ム
に
松
之
山
高
柳
隆
晃
（
湯
本
）
・

罐

力走する小野塚選手

松
代
高
柳
一
成
（
湯
本
）
の
三
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
国
体
等
．
の
全
国
大
会

で
一
定
以
上
の
成
績
を
あ
げ
た
者
と

県
の
会
長
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
者
の

み
が
出
場
で
き
る
、
ま
さ
に
中
・
高

校
生
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
会
で
す
。

こ
の
大
会
で
小
野
塚
選
手
は
全
国
の

強
豪
を
相
手
に
七
位
入
賞
と
い
う
、

す
ば
ら
し
い
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

▽
万
太
郎
・
荷
風
・
鴎
外

　
　
　
　
　
　
　
小
島
政
二
郎

▽
愛
を
積
む
　
　
　
穂
積
　
美
千
子

▽
佐
川
君
か
ら
の
手
紙
　
唐
　
十
郎

▽
山
河
燃
ゆ
　
　
　
　
山
崎
　
豊
子

O

護v 　　
　
　
ノ

」

　公民館では下記の様に本年度も各種大会、教

室の開催を予定しています。詳細については、

その都度チラシ等でお知らせします。この他に

も文化協会、体育協会主催の大会、教室もたく

さん行なわれています。

趣味・教養講座

年5回開催

年5回開催

4月～3月

4月～3月

6月～11月

8月～10月

6月～11月

10月28日

〉幼児家庭教育学級

〉若妻教室

＞婦人学級（町内4地区）

［＞高齢者学級（町内5地区

〉英会話教室（初心者対象

〉つる細工教室

〉マイコン教室

囲〉町芸能祭
スポーツ教室

〉剣道教室（町民体育館）　　　　5月～11月

〉卓球教室（町民体育館）　　　　5月～11月

〉スキー教室（町温泉スキー場）　1月～3月

〉ゲートボール教室（町グランド）5月～8月

〉ファミリー体操100日運動　　　5月～2月

〉さわやか早朝体操　　　　　　　5月～7月

國〉青年バレーボール大会
　　　　　　　　（町民体育館）　6月10日

〉婦人バレーボール大会

　　　　　　　　（町民体育館〉　6月・11月

〉親子ソフトボール大会

　　　　　　　　（町民グランド）8月19日

〉ゲートボール大会

　　　　　　　　（町民グランド）8月26日

〉テニス大会

　　　（大厳寺高原テニスコート）未定

國〉町民体育大会（松中グランド）　7月29日
　　　　　　　　　　　　（雨天8月5日〉

〉町駅伝大会　　　　　　　　　　10月10日

　　　　　　　　　　　　　　　］
　　　　　　　　　　　　　募　　　　　　　　　　　覧　　　　　　　　奪　　　　　　蓼　　　　響
　　饗

　
町
体
育
協
会
で
は
、
毎
年
「
ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会
傷
害
保
険
」
を
取
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
満
一
の
事
故
に
備

え
て
加
入
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

▼
加
入
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
年
一
月
二
十
五
日
ま
で

〈
保
険
期
間
〉

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▼
対
象
と
な
る
傷
害

　
ス
ポ
ー
ツ
の
管
理
下
に
お
け
る
活

動
中
、
及
び
、
そ
の
場
所
と
自
宅
と

と
の
通
常
の
経
路
往
復
中
に
起
っ
た

傷
害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈保険料と保険金額〉

分
保険料

（年間）

保　　険　　金　　領

死亡、後遺障

害保険日額

入陥呆険

金　日額

避塾殆呆険

金　日額

学生以ド 320円

1，200万円 3，700円 1，000円校生以上 1，000円

歳以上 380円

区

中
　
高
　
60

　
ス
ポ
ー
ツ
賠
償
責
任
保
険
は
、
第

三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
担
保
す

る
保
険
で
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
傷
害
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
だ
け
が
加
入

で
き
ま
す
。
団
体
員
な
ら
指
導
者
に

限
ら
ず
一
人
で
も
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
支
払
わ
れ
る
保
険
金

　
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
、
練
習
ま
た
は

指
導
中
に
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た

た
め
、
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
担
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
町
体
育
協
会
事
務

局
（
電
話
六
－
二
二
六
五
番
）

保険金の限度額

　5，00σ万円

〔
このうち

　1，00椚の

み自己負担

となります

保険料1人あたり　（年間）

整歪
i一

加入手続

期　間

3月1日～
10月30日

0月31目～
1月25日

〈保険期間は〉

召和59年4月1日～昭和60年3月31目午後4時まで
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わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
ゆ
う
び

ん
き
ょ
く
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
お
父
さ
ん
は
、
朝
お
き
る
と
自
分

の
へ
や
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ

ろ
ば
ん
を
使
っ
て
、
計
算
し
て
い
ま

す
。　
お
父
さ
ん
は
、
い
つ
も
八
時
三
十

分
ご
ろ
し
ご
と
に
行
き
ま
す
。
帰
り

は
、
早
い
時
は
六
時
ご
ろ
、
お
そ
い

時
は
、
六
時
三
十
分
ご
ろ
に
な
り
ま

す
。
土
曜
日
は
、
一
時
ご
ろ
に
な
り

ま
す
。

　
お
父
さ
ん
は
、
た
ま
に
わ
た
し
が
、

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
た
い
へ
ん
凶

と
き
く
と
、

「
あ
あ
、
た
い
へ
ん
だ
よ
。
　
一
人
の

時
は
、
と
く
に
た
い
へ
ん
な
ん
だ
よ
。

ご
は
ん
を
食
べ
る
ひ
ま
も
な
い
く
ら

い
た
い
へ
ん
な
ん
だ
ぞ
ゆ

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ

た
し
が
、

「
じ
ゃ
あ
、
一
番
こ
ま
る
こ
と
は
凶

　
ヤ
と
　
　
き
く
と

「
一
番
こ
ま
る
こ
と
は
な
、
お
金
が

一
円
で
も
た
り
な
い
と
、
さ
い
し
ょ

か
ら
け
い
さ
ん
を
や
り
な
お
さ
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
、
た
い
へ
ん
な

ん
だ
ぞ
。
そ
れ
に
、
お
金
が
一
円
で

も
あ
ま
っ
て
も
、
こ
ま
る
ん
だ
ぞ
。

す
る
と
、
さ
い
し
ょ
か
ら
、
け
い
さ

ん
を
や
り
な
お
さ
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
か
ら
な
凶

と
、
と
く
い
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、

「
ふ
う
ー
ん
ゆ

と
ふ
し
ぎ
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
は
、
ご
は
ん
の
あ
と
か

た
ず
け
を
し
な
が
ら
、

「
お
父
さ
ん
の
し
ご
と
だ
っ
て
、
け

っ
こ
う
た
い
へ
ん
な
ん
だ
よ
。
う
ち

で
、
お
も
し
ろ
く
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
お
客
さ
ん
に
は
、
き
げ
ん
よ

く
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
か
ら
な
あ
凶

と
い
ば
っ
た
よ
う
に
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、

「
そ
う
な
の
か
な
あ
凶

と
お
か
あ
さ
ん
の
話
を
き
き
な
が
ら

思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、
そ
ん
な
に

た
い
へ
ん
そ
う
に
見
え
な
い
け
ど
な

あ
凶と
心
の
中
で
い
い
ま
し
た
。
ふ
だ
ん

の
日
は
、
帰
っ
て
く
る
時
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
、
家
に
帰
っ
て
く
る
か
ら

で
す
。
お
父
さ
ん
は
、
き
っ
と
一
日

の
仕
事
が
終
る
か
ら
ニ
コ
ニ
コ
し
な

が
ら
帰
っ
て
く
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
き
ど
き
お
父
さ
ん
が
、
会
に
行

く
と
き
は
、

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、
た
い
へ
ん

だ
な
あ
凶

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か

と
い
う
と
、
夜
な
の
に
ゆ
う
び
ん
き

ょ
く
の
仕
事
の
た
め
に
い
く
か
ら
で

す
。「
な
ぜ
、
お
母
さ
ん
に
は
、
お
父
さ

ん
の
仕
事
の
た
い
切
さ
が
わ
か
る
の

か
な
。
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
い

な
い
の
に
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
た
い

へ
ん
さ
が
、
わ
か
る
の
か
な
四

と
思
い
ま
し
た
。

き
っ
と
、
お
母
さ
ん
は
ど
ん
な
仕
事

で
も
大
へ
ん
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
父
さ
ん
は
ニ
コ

ニ
コ
し
な
が
ら
帰
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
も
お

父
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
ら
元
気
よ
く
、

「
お
か
え
り
な
さ
い
ゆ

と
言
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
わ
た
し
が
お
父

さ
ん
に
元
気
よ
く
、

「
お
か
え
り
な
さ
い
凶

と
い
っ
て
あ
げ
れ
ば
、
　
一
日
の
つ
か

れ
が
ふ
き
と
ん
で
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。
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〉卓球教室（町民体育館）　　　　5月～11月

〉スキー教室（町温泉スキー場）　1月～3月

〉ゲートボール教室（町グランド）5月～8月

〉ファミリー体操100日運動　　　5月～2月

〉さわやか早朝体操　　　　　　　5月～7月

國〉青年バレーボール大会
　　　　　　　　（町民体育館）　6月10日

〉婦人バレーボール大会

　　　　　　　　（町民体育館〉　6月・11月

〉親子ソフトボール大会

　　　　　　　　（町民グランド）8月19日

〉ゲートボール大会

　　　　　　　　（町民グランド）8月26日

〉テニス大会

　　　（大厳寺高原テニスコート）未定

國〉町民体育大会（松中グランド）　7月29日
　　　　　　　　　　　　（雨天8月5日〉

〉町駅伝大会　　　　　　　　　　10月10日

　　　　　　　　　　　　　　　］
　　　　　　　　　　　　　募　　　　　　　　　　　覧　　　　　　　　奪　　　　　　蓼　　　　響
　　饗

　
町
体
育
協
会
で
は
、
毎
年
「
ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会
傷
害
保
険
」
を
取
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
満
一
の
事
故
に
備

え
て
加
入
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

▼
加
入
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
年
一
月
二
十
五
日
ま
で

〈
保
険
期
間
〉

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▼
対
象
と
な
る
傷
害

　
ス
ポ
ー
ツ
の
管
理
下
に
お
け
る
活

動
中
、
及
び
、
そ
の
場
所
と
自
宅
と

と
の
通
常
の
経
路
往
復
中
に
起
っ
た

傷
害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈保険料と保険金額〉

分
保険料

（年間）

保　　険　　金　　領

死亡、後遺障

害保険日額

入陥呆険

金　日額

避塾殆呆険

金　日額

学生以ド 320円

1，200万円 3，700円 1，000円校生以上 1，000円

歳以上 380円

区

中
　
高
　
60

　
ス
ポ
ー
ツ
賠
償
責
任
保
険
は
、
第

三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
担
保
す

る
保
険
で
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
傷
害
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
だ
け
が
加
入

で
き
ま
す
。
団
体
員
な
ら
指
導
者
に

限
ら
ず
一
人
で
も
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
支
払
わ
れ
る
保
険
金

　
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
、
練
習
ま
た
は

指
導
中
に
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た

た
め
、
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
担
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
町
体
育
協
会
事
務

局
（
電
話
六
－
二
二
六
五
番
）

保険金の限度額

　5，00σ万円

〔
このうち

　1，00椚の

み自己負担

となります

保険料1人あたり　（年間）

整歪
i一

加入手続

期　間

3月1日～
10月30日

0月31目～
1月25日

〈保険期間は〉

召和59年4月1日～昭和60年3月31目午後4時まで
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わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
ゆ
う
び

ん
き
ょ
く
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
お
父
さ
ん
は
、
朝
お
き
る
と
自
分

の
へ
や
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ

ろ
ば
ん
を
使
っ
て
、
計
算
し
て
い
ま

す
。　
お
父
さ
ん
は
、
い
つ
も
八
時
三
十

分
ご
ろ
し
ご
と
に
行
き
ま
す
。
帰
り

は
、
早
い
時
は
六
時
ご
ろ
、
お
そ
い

時
は
、
六
時
三
十
分
ご
ろ
に
な
り
ま

す
。
土
曜
日
は
、
一
時
ご
ろ
に
な
り

ま
す
。

　
お
父
さ
ん
は
、
た
ま
に
わ
た
し
が
、

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
た
い
へ
ん
凶

と
き
く
と
、

「
あ
あ
、
た
い
へ
ん
だ
よ
。
　
一
人
の

時
は
、
と
く
に
た
い
へ
ん
な
ん
だ
よ
。

ご
は
ん
を
食
べ
る
ひ
ま
も
な
い
く
ら

い
た
い
へ
ん
な
ん
だ
ぞ
ゆ

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ

た
し
が
、

「
じ
ゃ
あ
、
一
番
こ
ま
る
こ
と
は
凶

　
ヤ
と
　
　
き
く
と

「
一
番
こ
ま
る
こ
と
は
な
、
お
金
が

一
円
で
も
た
り
な
い
と
、
さ
い
し
ょ

か
ら
け
い
さ
ん
を
や
り
な
お
さ
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
、
た
い
へ
ん
な

ん
だ
ぞ
。
そ
れ
に
、
お
金
が
一
円
で

も
あ
ま
っ
て
も
、
こ
ま
る
ん
だ
ぞ
。

す
る
と
、
さ
い
し
ょ
か
ら
、
け
い
さ

ん
を
や
り
な
お
さ
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
か
ら
な
凶

と
、
と
く
い
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、

「
ふ
う
ー
ん
ゆ

と
ふ
し
ぎ
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
は
、
ご
は
ん
の
あ
と
か

た
ず
け
を
し
な
が
ら
、

「
お
父
さ
ん
の
し
ご
と
だ
っ
て
、
け

っ
こ
う
た
い
へ
ん
な
ん
だ
よ
。
う
ち

で
、
お
も
し
ろ
く
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
お
客
さ
ん
に
は
、
き
げ
ん
よ

く
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
か
ら
な
あ
凶

と
い
ば
っ
た
よ
う
に
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、

「
そ
う
な
の
か
な
あ
凶

と
お
か
あ
さ
ん
の
話
を
き
き
な
が
ら

思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、
そ
ん
な
に

た
い
へ
ん
そ
う
に
見
え
な
い
け
ど
な

あ
凶と
心
の
中
で
い
い
ま
し
た
。
ふ
だ
ん

の
日
は
、
帰
っ
て
く
る
時
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
、
家
に
帰
っ
て
く
る
か
ら

で
す
。
お
父
さ
ん
は
、
き
っ
と
一
日

の
仕
事
が
終
る
か
ら
ニ
コ
ニ
コ
し
な

が
ら
帰
っ
て
く
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
き
ど
き
お
父
さ
ん
が
、
会
に
行

く
と
き
は
、

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、
た
い
へ
ん

だ
な
あ
凶

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か

と
い
う
と
、
夜
な
の
に
ゆ
う
び
ん
き

ょ
く
の
仕
事
の
た
め
に
い
く
か
ら
で

す
。「
な
ぜ
、
お
母
さ
ん
に
は
、
お
父
さ

ん
の
仕
事
の
た
い
切
さ
が
わ
か
る
の

か
な
。
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
い

な
い
の
に
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
た
い

へ
ん
さ
が
、
わ
か
る
の
か
な
四

と
思
い
ま
し
た
。

き
っ
と
、
お
母
さ
ん
は
ど
ん
な
仕
事

で
も
大
へ
ん
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
父
さ
ん
は
ニ
コ

ニ
コ
し
な
が
ら
帰
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
も
お

父
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
ら
元
気
よ
く
、

「
お
か
え
り
な
さ
い
ゆ

と
言
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
わ
た
し
が
お
父

さ
ん
に
元
気
よ
く
、

「
お
か
え
り
な
さ
い
凶

と
い
っ
て
あ
げ
れ
ば
、
　
一
日
の
つ
か

れ
が
ふ
き
と
ん
で
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。
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4
月
6
日

～
聞
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
何

と
な
く
外
出
し
た
い
気
分
に
な
っ
て

し
ま
う
1
春
は
そ
ん
な
季
節
で
す
。

で
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
狭
い

日
本
に
は
人
や
車
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
で
す
。
歩

行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
暖
か
い
陽
気

に
気
を
緩
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

み
ん
な
で
交
通
安
全
を
確
認
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

運
動
の
重
点
目
標

▼
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
防

　
止
。

▼
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

　
用
の
推
進

ブ
ラ
ジ
ル
の
青
年

　
　
　
松
之
山
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
対
面

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
青
年
吉
川
健
治
さ
ん

（
十
八
歳
）
が
日
本
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
吉
川
カ
ツ
さ
ん
（
七
十
二
歳
）
に

逢
い
に
こ
の
ほ
ど
松
口
を
訪
れ
た
。

　
こ
の
青
年
の
父
親
は
松
口
の
出
身

で
約
三
十
年
前
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し

た
も
の
で
、
現
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で

ス
ー
パ
ー
（
店
）
を
経
営
し
て
い
る
。

　
吉
川
さ
ん
は
昨
年
七
月
、
外
国
人

技
術
研
修
員
（
世
界
各
国
か
ら
八
十

五
名
参
加
）
と
し
て
来
日
し
た
。

　
東
京
で
一
カ
月
日
本
語
の
勉
強
を

ブラジルから孫が訪れ、大喜こぴのおばあちゃん

し
た
あ
と
各
県
に
別
れ
、
吉
川
さ
ん

の
他
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
ケ
ニ
ヤ
か

ら
の
四
人
が
新
潟
県
で
研
修
を
受
け

た
。
吉
川
さ
ん
は
新
潟
市
内
の
会
社

で
自
動
車
の
電
装
技
術
の
研
修
を
受

け
て
い
た
が
、
三
月
末
こ
の
研
修
も

終
り
四
月
上
旬
帰
国
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
帰
国
前
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
ひ
と
目
逢
い
た
い
と
新
潟
市
か

ら
一
人
で
積
雪
五
メ
ー
ト
ル
を
越
え

る
豪
雪
の
松
之
山
を
訪
れ
た
。

　
日
本
に
来
て
九
カ
月
の
研
修
が
終

っ
た
が
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

も
っ
と
日
本
に
い
て
勉
強
し
た
か
っ

た
。
日
本
の
人
達
は
と
て
も
親
切
に

し
て
く
れ
た
。
会
話
は
出
来
る
が
日

本
の
文
字
が
読
め
な
く
て
と
て
も
こ

ま
っ
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
日
本
に

来
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
っ
た
ら
大

学
に
入
り
た
い
、
と
夜
お
そ
く
ま
で

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

蟻
ρ働
　
べご

虫
も
吸
い
取
る

　
掃
除
機
を
使
え
ば
、
か
ん
た
ん
に

虫
取
り
が
で
き
ま
す
。

　
ク
モ
や
ハ
エ
な
ど
、
吸
口
を
つ
け

な
い
で
吸
い
取
り
ま
し
ょ
う
。

ぬ
れ
た
靴
を
乾
か
す

　
吹
き
出
し
の
で
き
る
掃
除
機
な
ら

靴
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
す
ぐ
乾
き

ま
す
。

夢
o

！ゼ

∂
’

7

o●

水
道
の
凍
結
防
止
器

　
電
気
の
熱
で
水
道
管
の
凍
結
を
防

ぐ
も
の
で
、
か
ん
た
ん
に
取
り
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
水
抜
き
栓
の
操
作
や
、
お
湯
を
か

け
る
と
い
っ
た
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
か

ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

食
器
を
あ
た
た
め
る

　
食
器
を
さ
っ
と
水
に
通
し
、
そ
の

ま
ま
レ
ン
ジ
で
三
十
秒
加
熱
す
る
だ

け
で
す
。
あ
た
た
か
い
料
理
を
食
卓

に
運
べ
ま
す
。

隻
・
考

，
’
↑
、
．麗
重
∪
團

〔19〕広報まつのやま

持家住宅建設資金を貸付

利率は年6％400万円まで、

、讐書瀧

県
で
は
、

持
家
住
宅
の
促
進
を
図

▽
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
九
年

る
た
め
、

付
け
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
建
設
資
金
を
貸

度
第
一
回
個
人
住
宅
資
金
の
融
資

を
受
け
て
木
造
住
宅
を
建
設
す
る

降
｛
劃
翻

人

（
増
改
築
に
つ
い
て
は
公
庫
利

4
月
7
日
（
土
）
　
　
　
医
師
都
合

貸
付
け
の
条
件

用
を
問
い
ま
せ
ん
）

4
月
2
1
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

▽
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、

木
　
　
　
貸
付
内
容

造
の
住
宅
を
建
設

（
新
築
購
入
・
　
　
▽
貸
付
限
度
額

増
改
築
を
含
む
）

新
　
築
　
四
〇
〇
万
円

▽
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ
ば

　
住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

年
一
年
間
の
収
八
金
額
ま
た
は
、
　
　
　
年
六
・
○
％

　
　
　
　
　
増
改
築
　
一
〇
〇
万
円

▽
利
率
・
償
還
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
年
以
内

隔
魍
東
北
電
力

所
得
金
額
が
次
の
額
以
下
の
人
。
　
　
　
受
付
期
間

▽
5
月
8
日
（
火
）

○
給
与
所
得
の
み
の
人
、

収
入
金
額
　
　
▽
四
月
二
日

（
月
）
か
ら
四
月
二
十

下
蝦
池
、
上
蝦
池
、
東
川
、
藤
倉
、

五
〇
〇
万
円
。

八
日

（
土
）
ま
で
。

中
尾

○
そ
の
他
の
人
、

所
得
金
額
三
五
五

▽
申
込
書
の
頒
布
・
受
付

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

万
円
。

最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
。

▽
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
五
〇
平
方

詳
し
い
こ
と
は
、
県
土
木
部
建
築

▽
5
月
9
日
（
水
）

メ
ー
ト
ル
以
上
一
六
五
平
方
メ
ー
　
　
　
住
宅
課
へ
。

五
十
子
平
、
坪
野
、
赤
倉
、
東
山
、

ト
ル
以
下
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
　
　
　
倉

（
〇
二
五
二
）
二
四
－
三
八
〇
三

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

る
人
。

耐

醜掴

　
　
　
　
　
！

影

り
　
二
、
　
　
へ
∋
ギ
、
－
，

　
　
　
　
　
1

t

菊
三
塞
に
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ナ

な
）
た
の
ひ
い

繰
繋
鳥
翻
ノ
＼

ノ
イ

　
　
　
O
当

激
斜
ま
9
は

髪
取
》

。
5
う
ち

　
し　
　
　
雲
諺

ハ
ィ
諾
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
；
一

　
　
　
F
層
騨
．
、
”
　
監
F
ド
ヒ
．
・

ー
　
づ
、
＼
う
　
・
古

　
＝
　
、
『
卜
、
も

あ
と
瀞

な
に
か

入
そ
5
の
か
な

　
　
　
　
　
　
　
〆
，

　
　
　
、
、

　
　
　
　
！
‘
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4
月
6
日

～
聞
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
何

と
な
く
外
出
し
た
い
気
分
に
な
っ
て

し
ま
う
1
春
は
そ
ん
な
季
節
で
す
。

で
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
狭
い

日
本
に
は
人
や
車
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
で
す
。
歩

行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
暖
か
い
陽
気

に
気
を
緩
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

み
ん
な
で
交
通
安
全
を
確
認
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

運
動
の
重
点
目
標

▼
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
防

　
止
。

▼
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

　
用
の
推
進

ブ
ラ
ジ
ル
の
青
年

　
　
　
松
之
山
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
対
面

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
青
年
吉
川
健
治
さ
ん

（
十
八
歳
）
が
日
本
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
吉
川
カ
ツ
さ
ん
（
七
十
二
歳
）
に

逢
い
に
こ
の
ほ
ど
松
口
を
訪
れ
た
。

　
こ
の
青
年
の
父
親
は
松
口
の
出
身

で
約
三
十
年
前
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し

た
も
の
で
、
現
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で

ス
ー
パ
ー
（
店
）
を
経
営
し
て
い
る
。

　
吉
川
さ
ん
は
昨
年
七
月
、
外
国
人

技
術
研
修
員
（
世
界
各
国
か
ら
八
十

五
名
参
加
）
と
し
て
来
日
し
た
。

　
東
京
で
一
カ
月
日
本
語
の
勉
強
を

ブラジルから孫が訪れ、大喜こぴのおばあちゃん

し
た
あ
と
各
県
に
別
れ
、
吉
川
さ
ん

の
他
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
ケ
ニ
ヤ
か

ら
の
四
人
が
新
潟
県
で
研
修
を
受
け

た
。
吉
川
さ
ん
は
新
潟
市
内
の
会
社

で
自
動
車
の
電
装
技
術
の
研
修
を
受

け
て
い
た
が
、
三
月
末
こ
の
研
修
も

終
り
四
月
上
旬
帰
国
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
帰
国
前
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
ひ
と
目
逢
い
た
い
と
新
潟
市
か

ら
一
人
で
積
雪
五
メ
ー
ト
ル
を
越
え

る
豪
雪
の
松
之
山
を
訪
れ
た
。

　
日
本
に
来
て
九
カ
月
の
研
修
が
終

っ
た
が
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

も
っ
と
日
本
に
い
て
勉
強
し
た
か
っ

た
。
日
本
の
人
達
は
と
て
も
親
切
に

し
て
く
れ
た
。
会
話
は
出
来
る
が
日

本
の
文
字
が
読
め
な
く
て
と
て
も
こ

ま
っ
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
日
本
に

来
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
っ
た
ら
大

学
に
入
り
た
い
、
と
夜
お
そ
く
ま
で

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

蟻
ρ働
　
べご

虫
も
吸
い
取
る

　
掃
除
機
を
使
え
ば
、
か
ん
た
ん
に

虫
取
り
が
で
き
ま
す
。

　
ク
モ
や
ハ
エ
な
ど
、
吸
口
を
つ
け

な
い
で
吸
い
取
り
ま
し
ょ
う
。

ぬ
れ
た
靴
を
乾
か
す

　
吹
き
出
し
の
で
き
る
掃
除
機
な
ら

靴
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
す
ぐ
乾
き

ま
す
。

夢
o

！ゼ

∂
’

7

o●

水
道
の
凍
結
防
止
器

　
電
気
の
熱
で
水
道
管
の
凍
結
を
防

ぐ
も
の
で
、
か
ん
た
ん
に
取
り
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
水
抜
き
栓
の
操
作
や
、
お
湯
を
か

け
る
と
い
っ
た
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
か

ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

食
器
を
あ
た
た
め
る

　
食
器
を
さ
っ
と
水
に
通
し
、
そ
の

ま
ま
レ
ン
ジ
で
三
十
秒
加
熱
す
る
だ

け
で
す
。
あ
た
た
か
い
料
理
を
食
卓

に
運
べ
ま
す
。

隻
・
考

，
’
↑
、
．麗
重
∪
團

〔19〕広報まつのやま

持家住宅建設資金を貸付

利率は年6％400万円まで、

、讐書瀧

県
で
は
、

持
家
住
宅
の
促
進
を
図

▽
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
九
年

る
た
め
、

付
け
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
建
設
資
金
を
貸

度
第
一
回
個
人
住
宅
資
金
の
融
資

を
受
け
て
木
造
住
宅
を
建
設
す
る

降
｛
劃
翻

人

（
増
改
築
に
つ
い
て
は
公
庫
利

4
月
7
日
（
土
）
　
　
　
医
師
都
合

貸
付
け
の
条
件

用
を
問
い
ま
せ
ん
）

4
月
2
1
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

▽
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、

木
　
　
　
貸
付
内
容

造
の
住
宅
を
建
設

（
新
築
購
入
・
　
　
▽
貸
付
限
度
額

増
改
築
を
含
む
）

新
　
築
　
四
〇
〇
万
円

▽
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ
ば

　
住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

年
一
年
間
の
収
八
金
額
ま
た
は
、
　
　
　
年
六
・
○
％

　
　
　
　
　
増
改
築
　
一
〇
〇
万
円

▽
利
率
・
償
還
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
年
以
内

隔
魍
東
北
電
力

所
得
金
額
が
次
の
額
以
下
の
人
。
　
　
　
受
付
期
間

▽
5
月
8
日
（
火
）

○
給
与
所
得
の
み
の
人
、

収
入
金
額
　
　
▽
四
月
二
日

（
月
）
か
ら
四
月
二
十

下
蝦
池
、
上
蝦
池
、
東
川
、
藤
倉
、

五
〇
〇
万
円
。

八
日

（
土
）
ま
で
。

中
尾

○
そ
の
他
の
人
、

所
得
金
額
三
五
五

▽
申
込
書
の
頒
布
・
受
付

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

万
円
。

最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
。

▽
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
五
〇
平
方

詳
し
い
こ
と
は
、
県
土
木
部
建
築

▽
5
月
9
日
（
水
）

メ
ー
ト
ル
以
上
一
六
五
平
方
メ
ー
　
　
　
住
宅
課
へ
。

五
十
子
平
、
坪
野
、
赤
倉
、
東
山
、

ト
ル
以
下
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
　
　
　
倉

（
〇
二
五
二
）
二
四
－
三
八
〇
三

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

る
人
。

耐

醜掴

　
　
　
　
　
！
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昭和59年度

農業労働賃金

一般作業・稲刈作業は

　　200円アップ
▼
一
般
作
業

男
・
五
、
三
〇
〇
円
女
・
四
、
八
O
O
円

▼
田
植
作
業

男
・
五
、
四
〇
〇
円
女
・
五
、
四
〇
〇
円

▼
稲
刈
作
業

男
・
五
、
四
〇
〇
円
女
・
五
、
二
〇
〇
円

▼
耕
運
機
・
一
日
　
一
七
、
七
〇
〇
円

▼
田
植
機
・
一
箱
　
　
　
　
四
］
O
円

▼
バ
イ
ン
ダ
ー
・
一
時
間

　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
O
O
円

▼
災
害
救
助
法
の
適
用
期
間
中
の
除

雪
作
業

男
・
六
、
O
O
O
円
女
・
五
、
五
〇
〇
円

騰諦緩1難骸、癒，犠瓢、嚢桑者璽繋

’灘議纈県麟…㈱…鹸難蟹轍績癖醗輪が鑛塗嶽

灘灘響磯毒警難蟹繋繕懸搬購懸
騰
。
繋繕額癬三。ミ、翻　　、蕪鐸鞍鑛粋鄭患相当欝

　・鰯麟難鞭翻鎌轟・蟹影騰・、一
、、、羨郷纏麓辮懲簸麺薄隠鎌灘　、，嬢餐、雛難藩．，。

　磯麟購講鞍難馨蕃欝欝蕗蕃麺遜鷺r琶籔　隙翻一22編◎嚢襲i・

　　　　　　　　　　　　　埠

　　　　　　　　　馨　　　　　　　　霧

．
織
欝
懸
灘
鵜
麟
灘
灘

霧
幽
嚇
勝
藩
澱
離
罷
欝
畿
響
得
な
灘
・

　
　
癒
ミ
鰯
羅
懸
再
撫
簸
・
　
鵬
「
一
　
…

嚢
灘
饗
驚
潔
蟻
難
・

」
毅
嫉
．
，
．
灘
簿
擾
灘
遵
繋
眺

・
饗
叢
驚
疹
の
糠
灘
籔
畷
聡
、
労
．

、
雛
薄
叢
難
轡
署
．
、
慧
簾
譲
鵡
灘
羅
幾

～
齢
鞍
嚢
む
癬
う
藪

。
．
、
難
繊
纂
驚
欝
灘
驚
藩
綜
．
照
月
か

疹
叢
鍔
縷
が
蹴
ズ
．
餐
地
驚
説
明
会

・
嚇
羅
入
鱒
鱗
檎
鯉
撫
懸
輪
講
ず
の
瀦
一

凝
稚
欝
く
懸
さ
磯
・
．

前期

技能検定
〉受検申請書受付

　4月13日～4月24日（4月

24日県必着）

〉検定職種

建築板金・製材のこ目立・

建具製作・印刷・石工・左

　官・タイル張り・畳製作・

　表装・塗装など78職種

〉受検希望者は至急商工会に

　お尋ねください。

地方産業育成
　　　　　資金

350万円まで貸付

。設備、運転とも3年以内の割賦返済

・貸付限度　　350万円以内

。利率　年6．85％
。保証人　　1名以上

　（信用保証協会の保証付の場合あり

。申込み

　商工会に所定の用紙があります。

　毎月10日までにご相談ください。

東京の消防庁
消防官200人募集

　
東
京
消
防
庁
で
は
昭
和
五
十
九
年

度
第
一
回
目
の
消
防
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
受
験
資
格
・
昭
和
三
十
年
四
月
二

　
日
か
ら
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
男
子
。

▽
受
験
申
込
受
付
期
間
・
四
月
二
十

　
三
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
。

▽
採
用
予
定
人
員
・
約
二
〇
〇
人
。

　
第
一
次
試
験
・
五
月
十
二
日
（
土
）

▽
問
合
せ
先
・
東
京
都
千
代
田
区
大

oo

手
町
一
丁
目
三
番
五
号
・
東
京
消

　〒
防
庁
人
事
部
人
事
課
採
用
係
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　露
　　　　　講

慈

、9845

底報

麹

．
占
鍵

蜜雛

導
　
ウ
．
鱒
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